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掲載のイベントなどへ参加する際は、手洗いや
マスクの着用などにご協力をお願いします。
※新型コロナウイルス感染症の影響により、掲載のイベントなどが中
止・変更となる場合がありますので、必ず市ホームページをご覧にな
るか問い合わせてください。（掲載の情報は昨年12月7日現在です。）

★年始のおもな業務は1月4日㈫から　　休み期間中でも急ぎの要件があるときは日直や宿直におたずねください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    詳しくは広報いずみさの12月号をご覧ください。
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謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

あ
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ま
し
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で
と
う
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ざ
い
ま
す
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議
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泉佐野市消防出初め式泉佐野市消防出初め式
～さらなる消防・防災体制の構築をめざして～

日時　1月9日㈰ 午前10時～
場所　末広公園コミュニティー広場（J:COM末広体育館前）
内容　
●消防車や消防職団員、少年・幼年消防クラブ員の行進
●災害救助犬訓練
●一斉放水訓練
●佐野中学校吹奏楽部の演奏など
問合先　危機管理課
※車で来場する場合は、臨時駐車場（末広小学校）を利用してください。
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高齢者等への新型コロナウイルスPCR検査高齢者等への新型コロナウイルスPCR検査
　新型コロナウイルス感染拡大や重症化を防止するため、重症化するリスクが
高い65歳以上の高齢者等を対象にPCR検査を実施します。（1人9回まで）
実施日　1月17日㈪～3月14日㈪までの毎週月曜日（全9回）
検体受取時間　午前9時～正午、午後1時～2時（申込多数の場合は時間指定）
検体受取場所　地域共生推進課
対象　検査実施日に本市に住民登録があり、発熱などの症状がない下記①②のい
ずれかに該当し、「検査をお受けいただく上での留意事項」（ホームぺージに掲載）
に同意できる人
①65歳以上の人　②心臓、じん臓、呼吸器、免疫の機能障害により、身体障害者手帳の交付を受けている人
費用　無料
申込・問合先　希望する実施日の前週の火曜日までに、住所、氏名、生年月日、電話番号、検体提出希望日（第
2希望まで記載可）を記入し郵送（申込最終日必着）、eメール：kyousei@city.izumisano.lg.jp（申込最終日
の午後0時まで）または電話で地域共生推進課へ
※実施日の2日前までに、自宅に検査キットを郵送しますので、唾液を採取し実施日時に持参してください。
検体受取場所で唾液採取は行ないませんので、事前に自身で採取をお願いします。詳しくはホームぺージで確
認していただくか、問い合わせてください。

　新型コロナワクチン追加（3回目）接種新型コロナワクチン追加（3回目）接種
　新型コロナワクチンの追加（3回目）接種は、2回目の接種が終了し
た日から原則8カ月以上経過した満18歳以上の人が受けられます。対象
となる人には、順次お知らせ（接種券など）をお届けしています。接種
方法は、個別接種（指定医療機関で受ける）と集団接種（関西エアポー
トワシントンホテル低層棟2階で受ける）を選んで予約をしてください。
【予約方法】
●個別接種…指定医療機関へ直接予約
●集団接種…泉佐野市コロナワクチン コールセンター 0120-133051（平日 
午前9時～午後7時）またはホームページ（https://www.city.izumisano.lg.jp/
corona/jouhou/vaccine.html）で。右記QRコードからもアクセス可
※聴覚障害者専用（Fax461-4571）
問合先　健康推進課
※指定医療機関、集団接種など詳しくは市ホームページや上記コールセンターなどで確認してください。

　1月11日㈫から市場東一丁目、市場東二丁目、市場東三丁目
の住居表示を実施することに伴い、実施後は新しい住所（所在地）
を使用することになります。実施区域のみなさんには、新しい
住所の通知書を12月上旬から配布しています。
　住所変更の届け出が必要なものなど、詳しくは同封のパンフ
レットをご覧ください。
※市役所、総合文化センターなどの所在地の表記も変わります。

泉佐野市役所などの所在地の表記が変わります!
問合先　市民課

旧所在地 新所在地
泉佐野市役所 市場東一丁目295番地の3 市場東一丁目1番1号

泉佐野市総合文化センター 市場東一丁目295番地の1 市場東一丁目2番1号
府立佐野高等学校 市場東二丁目398番地 市場東二丁目14番1号

新型コロナウイルス関連情報

◀
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

転入などで、2回目接種から8ヵ
月以上経過した人で、接種券が
届かない場合は健康推進課へ連
絡してください。



市
長　
「
＃
ふ
る
さ
と
納
税
3.0
」
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
よ
っ
て
、
令
和
２
年
度
に
実
施
し
た
９
件
の
う
ち

７
件
が
目
標
額
に
達
し
、
残
り
２
件
も
事
業
化
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度（
11
月
時
点
）は
９
件
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
中
で
す
。

ま
た
、
泉
佐
野
駅
近
く
に
あ
る
「
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ

つ
む
ぎ
や
」
で
は
、
起
業
を
め
ざ
す
人
の
た
め
の
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

廣
澤

現
在
地
元
を
離
れ
て
い
る
。
帰
る
た
び
に
あ
ま
り

変
化
に
意
識
を
し
て
い
な
か
っ
た
。
今
後
は
そ
れ
に
意
識

し
て
気
を
付
け
て
み
た
い
。

市
長

私
が
学
生
の
と
き
に
関
空
が
開
港
し
ま
し
た
。
泉

佐
野
に
帰
っ
て
く
る
と
、
様
々
な
工
事
が
進
み
、
新
し
い

道
路
が
で
き
、
空
港
が
で
き
る
実
感
が
湧
き
ま
し
た
。
現

在
は
、
泉
佐
野
駅
か
ら
「
さ
の
町
場
」
に
か
け
て
の
空
き

店
舗
対
策
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、
今
後
注
目

し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

竹
谷

小
学
生
の
頃
、
市
の
財
政
が
厳
し
い
状
況
と
聞
い

た
が
、今
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
り
、

現
状
は
ど
う
変
わ
っ
て
い
る
の
か
。

市
長

み
な
さ
ん
が
小
学
生
の
時
は
、
本
市
が
財
政
難
で
、

全
国
ワ
ー
ス
ト
２
位
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
厳
し
い
状

況
は
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
教
育
環
境
の
充
実
を
図
り
、

み
な
さ
ん
が
中
学
生
の
時
に
は
、
中
学
校
給
食
、
教
室
エ

ア
コ
ン
の
設
置
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
財
政
健

全
化
団
体
か
ら
も
脱
却
し
、
プ
ー
ル
の
整
備
や
体
育
館
エ

ア
コ
ン
の
設
置
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

江
川

何
か
の
番
組
で
本
市
が
全
国
で
１
人
当
た
り
の
美

容
室
・
理
髪
店
数
が
一
番
多
い
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
。

市
長

調
べ
て
み
る
と
、
理
容
業
が
69
事
業
所
、
美
容
業

が
１
２
１
事
業
所
、
合
計
１
９
０
事
業
所
で
市
民
１
人
当

た
り
の
事
業
所
数
で
は
大
阪
府
下
で
15
位
で
し
た
。
日
本

一
な
ら
新
た
な
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に
も
な
っ
た
ん
で
す

が
残
念
で
す
。

寺
田

り
ん
く
う
タ
ウ
ン
に
は
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

や
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
な
ど
が
あ
る
が
、
ま
だ
多
く
の

空
き
地
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

1月10日の「成人の日」に
は約1,200人の若者が新し
く大人の仲間入りをします。
成人の日に先立ち、昨年11
月2日に「市長と語る新成人
のつどい」を開催しました。
本道教育部長の進行のもと、
新成人たちが市政について
質問や提言などを身近な話
を交えながら、千代松市長、
奥教育長と熱心に語り合い
ました。その一部を紹介し
ます。（敬称略・順不同）
問合先　青少年課
　　　　（☎469-1106）  

　
　

あ
な
た
が
も
し
市
長
だ
っ
た
ら

ど
ん
な
こ
と
が
し
た
い
で
す
か
？

寺
田

コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
い
家
庭
へ
の
経
済
的
支
援
・
教
育

の
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
た
い
。
近
年
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

問
題
が
あ
り
、困
っ
て
い
る
子
ど
も
の
支
援
を
実
施
し
た
い
。

戸
江

私
の
家
が
海
岸
部
に
近
く
、
浜
に
多
く
の
ゴ
ミ
が

落
ち
て
い
る
の
で
綺
麗
に
し
た
い
。
コ
ロ
ナ
禍
後
に
若
者

が
参
加
で
き
る
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
を
多
く
実
施
し
た
い
。

道
正

母
が
障
害
者
施
設「
い
ち
ょ
う
の
森
」と
提
携
し「
泉

佐
野
の
恋
人
」
と
い
う
菓
子
の
製
作
に
関
わ
っ
て
い
る
が
、

障
害
者
の
賃
金
が
非
常
に
低
い
と
思
う
。
自
分
は
農
業
も
し

て
お
り
福
祉
と
農
業
を
融
合
さ
せ
た
事
業
を
し
て
み
た
い
。

廣
澤

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
大
切
と
思
う
の
で
人
と
人

を
つ
な
げ
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
た
い
。
楽
し
く
、
活

気
の
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
ま
ち
を
つ
く
り
た
い
。

竹
谷

本
市
は
海
、
山
、
川
な
ど
が
あ
り
自
然
環
境
が
豊

か
な
の
で
、
災
害
時
に
高
齢
者
や
障
害
者
の
所
在
場
所
を

把
握
し
ス
ム
ー
ズ
に
避
難
で
き
る
状
況
に
し
た
い
。

江
川

現
在
、
こ
ど
も
食
堂
は
食
事
の
提
供
だ
け
で
な
く
、

勉
強
や
遊
び
の
場
所
の
提
供
も
行
っ
て
い
る
。
本
市
の
こ

ど
も
食
堂
の
役
割
を
変
え
て
み
た
い
。

　
　

泉
佐
野
市
に
関
し
て
分
か
ら
な
い
こ
と
や

疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

戸
江

本
市
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
一
番
力
を
入
れ
て

い
る
こ
と
は
何
か
。

市
長　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
本
市
の
活
性
化
に
大
き
く
寄

与
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
「
Ｅ

Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
！
り
ん
く
う
り
ん
く
う
花
火
」「
泉
佐
野
郷
土
芸

能
の
集
い
」な
ど
に
助
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
の
課
題
・

要
望
に
も
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

道
正

高
校
時
代
に
「
ま
ち
づ
く
り
政
策
コ
ン
テ
ス
ト
」

で
「
落
花
生
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
」
を
提
案
さ
せ
て
も
ら
っ

た
。
将
来
的
に
若
者
が
本
市
で
事
業
を
行
う
時
、
一
定
ま

で
支
援
は
あ
る
の
か
。

戸江 朝美 寺田 弘人道正 健志江川 菜穂 竹谷　陸

特集

市長と語る新成人のつど
い

市長と語る新成人のつど
い

廣澤 未来
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教育長の言葉
　本日はご参加いただき、ありがとう
ございました。市政に対するご意見や、
人のために、社会のために役立ちたい
という志をお聞きして、大変頼もしく
感じました。また、市長の「泉佐野市
への愛」も十二分にわかっていただけ
たかと思います。みなさんには、世界
に羽ばたいて世界中の人びとと共存で
きる態度や行動をこれからも大切にし
ていただき、自己実現のために自信を
もって進まれることを願っています。

　　　20歳を迎えるみなさんへ　　　問合先　国保年金課
  誰もがいつかは年をとり、退職などにより収入がなくなったり、減
ったりします。そんな時、老後の生活を支えてくれるのが年金です。
また、年金は老後のためだけではなく、ケガや病気で身体に障害が
残るような状態になった場合や、加入者が亡くなり、遺族（妻・子）
が残されたときにも、生活を支えてくれます。会社などに勤務し、厚
生年金保険や共済組合に加入している人以外は、20歳になれば国民
年金に加入することになります。 経済的な理由などで保険料の納付
が困難な場合は「申請免除」や「納付猶予」、学生のみなさんには「学
生納付特例」の制度もありますので相談してください。

でも放送されます
　「新成人のつどい」のようすは、1月
前半に行政情報番組「さのテレ！」で
も放送されますので、ぜひご覧くださ
い。（放送日時は裏表紙を参照）
問合先　自治振興課
※ホームページ（https://
www.city.izumisano.
lg.jp/sanotele/）からも
ご覧いただけます。

 特集　市長と語る新成人のつどい     特集　市長と語る新成人のつどい    

市長の言葉
　本日は、とても印象深く、良い
思い出となりました。1月の成人
式では、本日と違った雰囲気の元
気な姿を見せていただくことを期
待しています。コロナ禍で大変な
状況が続いていますが、「明けな
い夜はない」と、しっかりと乗り
越えてまいりましょう。また、み
なさんには、希望と目標を持ちな
がら確かな歩みを進めていただ
きたいと願います。 奥 真弥 教育長千代松 大耕 市長

市
長　

り
ん
く
う
タ
ウ
ン
の
土
地
は
全
て
売
約
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
駅
隣
の
駐
輪
場
で
あ
っ

た
場
所
に
は
ホ
テ
ル
を
誘
致
し
ま
し
た
。
未
利
用
地
が
積

極
的
に
開
発
さ
れ
れ
ば
と
願
い
ま
す
。

　
　

市
長
に
な
に
か
一
つ
だ
け
願
い
ご
と
を
実
行
し
て

も
ら
う
と
し
た
ら
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

道
正　

農
家
が
減
る
と
、
泉
佐
野
の
特
産
品
や
日
根
荘
の

景
観
な
ど
本
来
の
魅
力
が
減
少
し
て
し
ま
う
。
現
在
の
農

地
法
が
厳
し
く
、
若
者
な
ど
が
新
た
に
参
入
し
に
く
い
状

況
を
解
決
し
て
ほ
し
い
。

市
長　

本
市
で
は
、
農
業
を
通
じ
、
若
者
の
就
労
支
援
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。本
市
で
農
業
研
修
を
受
け
て
も
ら
い
、

青
森
県
弘
前
市
や
石
川
県
加
賀
市
に
派
遣
し
て
、
実
際
の
農

業
体
験
を
し
て
も
ら
う
と
い
う
就
労
支
援
で
す
。
こ
の
事
業

は
、
今
年
度
か
ら
就
職
氷
河
期
世
代
を
対
象
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
色
々
な
展
開
を
考
え
、
若
者
が
就
業
で

き
る
よ
う
な
取
組
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

廣
澤　

少
子
高
齢
化
や
孤
独
な
ど
の
問
題
を
解
決
で
き
る

よ
う
な
、
社
会
が
つ
な
が
る
お
祭
り
や
フ
ェ
ス
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
を
や
っ
て
ほ
し
い
。

市
長　

平
成
30
年
度
に
、
市
制
施
行
70
周
年
を
記
念
し
て

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
控
え
る
よ
う
な
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
少
し
ず
つ
復
活
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
が
20
代
の
頃
、
り
ん
く
う
タ

ウ
ン
の
空
き
地
で
大
き
な
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
し
た
。フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
イ
ベ
ン
ト
に
取
り
入
れ
る

よ
う
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

竹
谷　

動
物
全
般
の
殺
処
分
を

や
め
て
ほ
し
い
。
難
し
い
と
思

う
が
、
殺
す
方
向
で
な
く
保
護

猫
カ
フ
ェ
・
保
護
犬
カ
フ
ェ
な

ど
を
作
り
、
処
分
を
減
ら
す
方
向
は
な
い
の
か
。

市
長　

本
市
で
は
鳥
獣
被
害
を
も
た
ら
す
動
物
の
殺
処
分
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
犬
や
猫
は
保
健
所
（
大
阪
府
）
の
管
轄

と
な
り
ま
す
。
気
持
ち
は
わ
か
り
ま
す
が
、
人
間
が
生
活
を

営
む
中
で
、
一
定
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、「
猫
屋
敷
」
と
い
う
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
動
物
を
飼
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
周
囲
に
迷
惑
が
か
か
り
、

苦
情
が
行
政
に
寄
せ
ら
れ
れ
ば
、
対
策
す
る
必
要
が
生
じ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

江
川　

子
ど
も
の
頃
か
ら
映
像
や
本
な
ど
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
が
好
き
な
の
で
、
で
き
た
ら
市
内
に
映
画
館
が

あ
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

市
長　

昔
は
、
映
画
館
も
泉
佐
野
駅
周
辺
に
い
く
つ
も
あ

り
ま
し
た
。
映
画
と
い
う
切
り
口
か
ら
、
ま
ち
を
活
性
化

さ
せ
る
方
法
は
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
撮
影
で
使
わ
れ
た

ス
ポ
ッ
ト
は
、
公
開
後
に
多
く
の
フ
ァ
ン
が
訪
れ
た
り
し

て
い
ま
す
。
映
画
か
ら
地
域
を
活
性
化
さ
せ
て
い
く
取
組

は
面
白
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

寺
田　

だ
ん
じ
り
祭
り
が
好
き
で
見
に
行
く
が
、
青
年
団

へ
の
加
入
が
減
り
、
曳
き
手
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
聞

く
。
泉
佐
野
の
伝
統
的
な
祭
り
を
守
っ
て
ほ
し
い
。

市
長　

現
在
は
、
だ
ん
じ
り
な
ど
の
購
入
や
修
理
に
対
し

て
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し

て
「
ザ
・
ま
つ
り in IZU

M
ISA
N
O

」
へ
の
助
成
も
復

活
さ
せ
ま
し
た
。
地
域
の
伝
統
文
化
で
あ
る
祭
り
は
、
と

て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

戸
江　

自
分
が
車
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
駐
車
料
金
が
気

に
な
る
一
方
で
、
地
元
の
交
通
手
段
に
つ
い
て
も
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
高
齢
者
が
利
用
し
や
す
い
交
通
手
段
を

増
や
し
て
ほ
し
い
。

市
長　

交
通
手
段
と
し
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
あ

り
ま
す
。
一
方
向
の
運
行
で
、
便
数
も
十
分
で
は
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
令

和
元
年
か
ら
田
尻
町
と
連
携
し
て
新
し
い
ル
ー
ト
を
設
け

ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
広
域
化
は
、
観
光
施
策

に
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

　　　　　　　　地域の絆づくり登録制度
「避難行動要支援者登録制度」をご存知ですか？

　　１月17日は防災とボランティアの日
１月15日～21日は防災とボランティア週間です　　

　

平
成
７
年
１
月
17
日
に
発
生
し
た
阪

神
・
淡
路
大
震
災
に
お
い
て
、
各
種
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
お
よ
び
住
民
の
自
発
的

な
防
災
活
動
の
重
要
性
が
広
く
認
識
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
毎
年
１
月
17
日
が
「
防
災

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」、
１
月
15
日
〜

21
日
が
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」

に
そ
れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
行
政
の
対
応

能
力
を
上
回
る
多
大
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
だ
け
で
な
く
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
公
平

性
の
原
則
に
基
づ
く
の
と
異
な
り
、
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
（
活
動
）
を
も
っ
と
も
必
要

と
し
て
い
る
人
に
、
必
要
な
時
に
提
供
す

る
と
い
う
大
き
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
認
識
を
深
め
る
と
と

も
に
、
各
家
庭
の
防
災
対
策
は
十
分
な
の

か
、
改
め
て
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

泉
佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
４
・
２

２
５
９ 

Fax
４
６
２・
５
４
０
０
）

問合先　危機管理課
ホームページ（https://www.city.izumisano.lg.jp/kakuka/kyoudou/
kikikanri/menu/bou/indey.html）

　地域の絆づくり登録制度とは、障害や高齢などで災害時に自力で
避難するのが困難な人にあらかじめ名簿登録をしていただき、協定
の締結をした自主防災組織などの地域の支援団体に提供することに
より、災害時の避難支援活動や安否確認、また平常時の見守りなど
に役立てる制度です。

　対象となる人には、登録用紙などを送付
していますので必ず登録の有無を回答して
ください。
　また、登録用紙などが届いていない人で
も、災害時に支援を要する人は登録するこ
とができますので問い合わせてください。
問合先　危機管理課、地域共生推進課

災害ボランティア事前登録事業
　泉佐野市社会福祉協議会では、下記のような場
合に、協力依頼（案内）をさせていただく、「災害
ボランティア事前登録者」を随時募集しています。
●市内の被災者が少数で災害ボランティアセン
ター（以下、災害VC）を開設せずに被災者支援を
行う場合
●近隣市町村の災害VCへボランティアバス（ワゴ
ン）を運行する場合
●泉佐野市社会福祉協議会が災害VCを開設するに
当たり、センター運営への人的支援が必要な場合
●上記を想定した訓練を行う場合

◀
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
様
子

防災情報
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■日本初!関西3空港で
空港カーボン認証レベル4を取得!

　関西エアポートグループは、2021年11月3日に、国内
の空港では初となる空港カーボン認証プログラムのレベル
4を関西国際空港、大阪国際空港および神戸空港の3空港で
同時に取得しました！
　空港カーボン認証とは、国際空港評議会（ACI：Airports 
Council International）によって作られたプログラムで、
空港向けの国際カーボン管理基準としては唯一のもので
す。今回の認証取得にあたっては、温室効果ガスの排出を
2050年までに実質ゼロとする関西エアポートグループの
長期目標や、空港関連事業者で構成される「エアポート環
境推進協議会」としても日本政府の掲げる温室効果ガス削
減の中長期目標の実現に向けて取り組んでいく、という方
針が評価されたものです。
　関西エアポートグループは引き続き、空港関連事業者と
連携し、グループ全体での環境活動を着実に推進すること
で、地域社会と調和した環境にやさしい空港をめざしてま
いります。

　　問合先　関西国際空港案内（☎455-2500）
ホームページ https://www.kansai-airport.or.jp/

月
の
月
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

月
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

1
災
害
か
ら
守
ろ
う
文
化
財

〜
１
月    26
日
は

第    68
回
文
化
財
防
火
デ
ー
〜

　

国
民
の
大
切
な
財
産
で
あ
る
文
化

財
は
毎
年
の
よ
う
に
災
害
に
よ
り
被

害
を
受
け
て
い
ま
す
。
管
内
で
も
、

郷
土
の
長
い
歴
史
の
中
で
生
ま
れ
、

今
日
ま
で
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
国

宝
や
重
要
文
化
財
な
ど
が
数
多
く
あ

り
、
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
の
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
責
務
と
言
え

ま
す
。
本
年
も
１
月
26
日
を
中
心

に
、
貴
重
な
歴
史
的
財
産
を
火
災
な

ど
の
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
全
国
的

に
文
化
財
防
火
の
運
動
が
展
開
さ
れ

ま
す
。
消
防
組
合
で
は
、
防
火
診
断

や
消
防
団
と
合
同
で
の
消
防
訓
練
を

行
う
な
ど
、
文
化

財
の
火
災
予
防
を

推
進
し
ま
す
。

【
消
防
訓
練
】

日
時　

１
月
23
日
㈰ 

午
前
10
時
〜

場
所　

慈
眼
院
、
日
根
神
社

問
合
先　

泉
州
南
消
防
組
合 

泉
佐

野
消
防
署
（
☎
４
６
９
・
０
１
１
９

Fax
４
６
９
・
０
０
５
０
）

訪
問
販
売
や
点
検
に
よ
る

高
額
請
求
に
ご
用
心
!!

　

消
火
器
・
住
宅
用
火
災
警
報
器
な

ど
の
点
検
・
販
売
・
リ
ー
ス
を
契
約

す
る
場
合
は
、契
約
前
に
作
業
内
容
・

作
業
金
額
に
つ
い
て
十
分
な
説
明
を

受
け
、
書
類
に
署
名
・
捺
印
を
し
て

も
問
題
が
な
い
か
を
十
分
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
高
額
請
求
を
伴
う
訪
問

販
売
や
点
検
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た

め
に
も
、
契
約
前
に
今
一
度
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

【
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
の
対
処
法
】

●
点
検
・
販
売
・
リ
ー
ス
の
依
頼
が

あ
っ
て
も
、
不
審
な
時
は
そ
の
場
で

は
っ
き
り
断
る

●
見
積
も
り
を
取
る

●
契
約
書
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ

る
の
で
書
類
に
署
名
・
捺
印
を
求
め

ら
れ
て
も
、
す
ぐ
に
せ
ず
、
書
類
の

内
容
を
十
分
確
認
す
る

●
契
約
業
者
に
な
り
す
ま
し
、
訪
問

す
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
出
入
り
の

業
者
で
あ
る
か
必
ず
確
認
す
る

問
合
先　

泉
州
南
消
防
組
合 

泉
佐

野
消
防
署
（
☎
４
６
９
・
０
１
１
９

Fax
４
６
９
・
０
０
５
０
）

救
急
外
来
を
受
診
す
る
場
合
は

必
ず
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

　

当
院
で
は
、
平
時
か
ら
救
急
受
け

入
れ
可
能
な
環
境
を
整
え
て
い
ま

す
。
全
て
の
患
者
さ
ん
に
、
安
全
か

つ
速
や
か
な
診
察
・
治
療
を
受
け
て

頂
く
た
め
、
次
項
に
つ
い
て
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
救
急
外
来
受
診
の
流
れ

【
ま
ず
は
電
話
を
！
】

●
救
急
外
来
を
受
診
す
る
場
合
は
事

前
に
症
状
に
関
し
て
の
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
救
急
外
来
で
は
専
門
的
教
育
を
受

け
た
看
護
師
が
緊
急
性
の
判
断
に
つ

い
て
の
相
談
を
電
話
で
受
け
て
い
ま

す
。
お
聞
き
し
た
内
容
か
ら
救
急
車

の
要
請
や
後
日
の
受
診
ま
た
は
適
正

な
医
療
機
関
へ
の
受
診
を
お
願
い
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
診
察
の
際
は
…
】

●
同
時
に
複
数
の
患
者
さ
ん
が
い
る

場
合
、
緊
急
手
術
・
検
査
が
必
要
な

人
や
命
に
か
か
わ
る
病
気
の
可
能
性

が
あ
る
人
を
優
先
し
て
診
療
し
ま
す

の
で
、
状
況
に
応
じ
て
待
ち
時
間
が

発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先　

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー 

救
急
外
来
（
☎
４
６
９
・
３
１

１
１
）

海
の
事
件
・
事
故
は

１
１
８
番
へ
！

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
毎
年
１
月
18

日
を
「
１
１
８
番
の
日
」
に
定
め
て

い
ま
す
。

　

海
で
の
事
件
・
事
故
な
ど
次
の
よ

う
な
場
合
に
は
、
緊
急
通
報
用
電
話

番
号
と
し
て
局
番
な
し
の「
１
１
８
」

番
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

●
海
難
・
人
身
事
故
に
遭
遇
し
た
、

ま
た
は
目
撃
し
た

●
密
漁
、
不
法
投
棄
な
ど
の
情
報
を

得
た

●
見
慣
れ
な
い
船
や
不
審
な
船
を
発

見
し
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
油
の
排
出
な
ど
を
発
見
し
た

※
通
報
の
際
は
「
い
つ
」「
ど
こ
で
」

「
何
が
あ
っ
た
か
」
な
ど
を
落
ち
着

い
て
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

大
阪
海
上
保
安
監
部 

管

理
課
（
☎
06
・
６
５
７
１
・
０
２
２

１
）

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください
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小
・
中
学
校
入
学
説
明
会

【
小
学
校
入
学
説
明
会
】

日
時　

２
月
２
日
㈬ 

午
後
2
時
〜

場
所　

就
学
予
定
の
小
学
校

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん

対
象　

市
内
の
小
学
校
に
入
学
予
定

の
幼
児
お
よ
び
園
児
の
保
護
者
（
密

を
避
け
る
た
め
、
各
家
庭
1
人
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。）

【
小
学
校
体
験
入
学
】

日
時　

２
月
28
日
㈪ 

午
前
10
時
〜

場
所　

就
学
予
定
の
小
学
校

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
。
保
護
者

同
伴
で

小
学
校

電
話
番
号

第　

一

４
６
３
・
１
３
３
１

第　

二

４
６
２・
７
７
１
６

第　

三

４
６
２・
０
５
６
０

日　

新

４
６
３
・
２
２
８
１

北　

中

４
６
２・
０
８
７
０

長　

坂

４
６
２・
８
６
６
１

日
根
野

４
６
８
・
０
７
８
９

大　

木

４
５
９
・
７
３
４
４

上
之
郷

４
６
７
・
０
１
６
９

長　

南

４
６
６
・
０
８
２
１

末　

広

４
６
６
・
１
０
２
１

佐
野
台

４
６
４
・
０
９
３
５

中　

央

４
６
２・
０
６
７
０

【
中
学
校
説
明
会
】

時
間　

午
後
２
時
〜
（
左
記
除
く
）

●
佐
野
中
…
午
後
１
時
30
分
〜

●
日
根
野
中
…
午
後
２
時
30
分
〜

場
所　

各
中
学
校
（
左
記
除
く
）

新
池
中
…
エ
ブ
ノ
泉
の
森 

小
ホ
ー
ル

問
合
先　

学
校
教
育
課
、
各
小
・
中

学
校

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

状
況
に
よ
り
、
内
容
を
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

開
催
日

中
学
校

電
話
番
号

1
月
27
日
㈭
佐　

野
４
６
４
・
６
１
７
１

1
月
27
日
㈭
第　

三
４
６
４
・
６
１
９
１

1
月
27
日
㈭
日
根
野
４
６
８
・
０
０
６
１

2
月
10
日
㈭
新　

池
４
６
４
・
６
１
８
１

2
月
18
日
㈮
長　

南
４
６
５
・
６
８
８
１

〜
フ
ロ
ン
類
の
回
収
が
必
要
で
す
〜

業
務
用
エ
ア
コ
ン
・

冷
凍
冷
蔵
機
器
の
廃
棄

　

業
務
用
エ
ア
コ
ン
な
ど
を
捨
て
る

際
に
は
、
フ
ロ
ン
排
出
抑
制
法
に
基

づ
き
、
フ
ロ
ン
類
充
填
回
収
業
者
に

フ
ロ
ン
類
の
回
収
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。

　

フ
ロ
ン
類
の
未
回
収
に
は
50
万
円

以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

問
合
先　

府 

産
業
廃
棄
物
指
導
課

（
☎
06
・
６
２
１
０
・
９
５
７
０
）

環境美化善行者表彰
　昨年、11月18日㈭、地域の環境美化に貢献し、市民
の模範となる活動をしている個人・団体に環境美化善行
者表彰状を授与しました。
　市では、今後も美しい街づくりのため、環境美化に取
り組みます。みなさんのご協力をお願いします。
【環境美化善行者】（順不同）
●平松好永さん（栄町）「推薦者：栄町会長」
●髙﨑徑行さん（南泉ヶ丘）「推薦者：南泉ヶ丘町会長」
●加支多八幡弓友会（鶴原）「推薦者：鶴原町会長」
●葵町町内会評議員（葵町）「推薦者：葵町会長」
●㈱庄司合金鋳造所（南中岡本）「推薦者：南中岡本町会長」
問合先　環境衛生課

空
き
缶
の
プ
ル
ト
ッ
プ
は

外
さ
ず
に
出
し
て
く
だ
さ
い

　

月
２
回
の
カ
ン
・
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
本
体
の
収
集
で
、
空
き
缶
の

プ
ル
ト
ッ
プ
だ
け
を
外
し
て
か
た
め

て
出
す
と
、
そ
れ
が
処
理
工
場
で
機

械
に
詰
ま
り
、
作
業
を
中
断
し
て
機

械
か
ら
取
り
除
か
な
い
と
い
け
な
く

な
り
ま
す
。
プ
ル
ト
ッ
プ
は
空
き
缶

本
体
か
ら
取
り
外
さ
ず
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。
プ
ル
ト
ッ
プ
だ
け
を
処
分

す
る
場
合
は
、
粗
大
ご
み
と
し
て
ナ

イ
ロ
ン
袋
に
入
れ
粗
大
ご
み
の
収
集

業
者
へ
回
収
依
頼
す
る
か
、
ご
み
焼

却
場
へ
持
ち
込
む
場
合
は
係
員
に
手

渡
し
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

環
境
衛
生
課

　国民健康保険料・
後期高齢者医療保険料　

～年間納付済額の通知書を送付します～
　納めた国民健康保険料や後期高齢者医療保険料
は、所得税や市府民税における社会保険料控除の
対象になります。
　令和3年中（令和3年1月1日～令和3年12月31
日）に普通徴収（納付書・口座振替）で国民健康
保険料・後期高齢者医療保険料を納付した人に
年間納付済額の通知書を1月下旬に送付しますの
で、所得申告の参考資料としてご利用ください。
　なお、納めた保険料
の全額が特別徴収（年
金から天引き）されて
いる人には、日本年金
機構などから源泉徴収
票などが送付されます
ので、ご利用ください。
問合先　国保年金課

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

叙
勲
・
褒
章

　

市
内
の
次
の
人
が
受
章
さ
れ
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

【
７
月
１
日
付
発
令
】

●
瑞
宝
双
光
章

北
庄
司　

勉
（
教
育
功
労
）

問
合
先　
　

秘
書
課

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください
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　　　　　　　　　　　　令和4年度 市内業者
入札参加資格登録審査申請の受付

～市の業務の受注を希望する業者のみなさんへ～
市役所、上下水道局、泉佐野市田尻町清掃施設組合および泉州南消防組合共通の入札参
加資格登録審査申請の受付を次のとおり行います。
受付する業務 建設工事、測量・建設コンサルタント等、物品供給等、役務提供等（清掃・
警備、その他の委託業務等）
登録の有効期間 （1年間有効）4月1日～来年3月31日
申請書などの入手方法
●契約検査課ホームページ「入札・契約情報」（https://www.city.izumisano.lg.jp/
kakuka/somu/keiyakukensa/menu/nyusatukeiyaku/）からダウンロード
※「入札・契約情報」発注予定や入札結果など、重要なお知らせも掲載しています。
●1月4日㈫～2月15日㈫（土・日曜日、祝日除く）に契約検査課で無料配布
申請方法・問合先（毎年申請が必要）
2月1日㈫～15日㈫（土・日曜日、祝日除く）に封筒などの表面に「入札参加資格登録審査申請書在中」と明記の上、
送付（申請期間中の消印など有効）で泉佐野市役所 契約検査課へ
※市外業者の受付は、1月17日㈪まで。詳しくは広報いずみさの12月号をご覧ください。

市内業者とは、泉佐野市に本店を設けている法人または泉佐野市に住所を有する個人（印鑑証明書の
住所が泉佐野市）をいい、市外業者とは、それ以外の業者をいいます。

マイナンバーカード【個人番号カード】の休日・夜間受取
問合先　市民課

マイナンバーカード（個人番号カード）の受取を促進するため、市民課窓口の臨
時開庁を行います。カードの受取は原則本人のみとなっています。
【予約休日受取日】（電話予約要）　
●1月15日㈯、3月12日㈯…前日までに電話予約要
●1月23日㈰、2月12日㈯・27日㈰、3月27日㈰…前々日までに電話予約要
時間　午前9時～11時45分まで
【予約夜間受取日】（前日までに電話予約要）　
日時　1月21日㈮、2月18日㈮、3月18日㈮ 午後5時30分～7時30分
※緊急的なシステムメンテナンスや、新型コロナウイルス感染症の蔓延状況によ
り、受取日を変更する場合があります。詳しくはホームページをご覧ください。
持参する書類
①市役所からの交付通知一式②通知カード③住民基本台帳カード（持っている人の
み）④本人確認書類（＊1）
（＊1）… 運転免許証、パスポート、在留カードなど顔写真付き公的証明書のうち1点。持っていない人は、健
康保険証、介護保険証、医療受給者証などの官公署発行の証明書1点と氏名・生年月日が記載された診察券な
どの証明書1点の計2点を持参してください。

注意事項　原則、15歳未満でも本人が来庁してください。また、15歳未満または成
年被後見人の人は、その法定代理人も同行してください。その場合①～④の他に法
定代理人の本人確認書類（④に同じ）と戸籍謄本（法定代理人が親権者の場合）（＊2）・
登記事項証明書（法定代理人が成年後見人の場合）のいずれかが必要です。
（＊2）…法定代理人が親権者で、本人と同一世帯かつ親子の関係を確認できる場合
または泉佐野市が本籍地の場合は不要
代理人による受取　本人の来庁が困難であることを証する書類（診断書、入院／入
所の事実を証する書類、要介護4以上を証する書類などのいずれか）が必要です。　
　なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を踏まえ、当面の緊急措置として「新
型コロナウイルス感染症の拡大防止を受けて外出自粛を行っている申請者」は、代
理人による手続きを可能とします。その場合は、「個人番号カード交付・電子証明書
発行通知兼照会書」の委任状欄に必要事項を記入し、欄余白に「新型コロナウイル
ス感染症の感染防止のために外出を自粛している」旨を記入してください。

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください
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◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇

各種相談の案内　気軽に相談してください。なお、祝・休日にあたるときは変更する場合があります。

◎法律相談【予約制】
火曜日（第4火曜日のみ翌水曜日）
13:00～16:45（同じ内容は年度内に1回限り）
市役所1階相談室（問合先：人権推進課）
◎労働相談【予約制】
第2木曜日 13:00～15:05（同じ内容は年度内
に1回限り）
市役所1階相談室（問合先 ：人権推進課）
◎行政相談
第3月曜日 13:30～16:00（受付は15:30まで）
市役所会議室（問合先：人権推進課）
◎人権擁護委員による人権相談
第3月曜日 13:30～16:00（受付は15:30まで）
市役所会議室（問合先：人権推進課）
◎総合生活相談　（人権侵害・就労支援・進路
選択支援・生活相談）
●月～金曜日
・人権推進課 
　8:45～17:15
・南部市民交流センター本館（☎466-6464）
　9:00～17:00
・北部市民交流センター本館（☎464-5726）
　9:00～17:30
・まちの活性課（就労支援のみ ☎469-3131）
　8:45～17:15
・（公社）泉佐野市人権協会（☎458-7444）
　9:00～16:30
●第3土曜日 10:00～12:00【予約制】
申込・問合先　その週の月曜日までに人権
推進課へ
◎女性のための電話相談（☎469-7402）
第1～4水曜日 10:00～12:00、13:00～15:00
問合先　人権推進課
◎女性のための面接相談【予約制】 
相談日・時間は予約時に問い合わせてくだ
さい。夜間相談あり
申込・問合先　人権推進課

月～金曜日 10:15～15:30
●シャイン（☎464-0300）
月～金曜日 10:15～15:30
◎身障者相談
第2・4金曜日 13:00～15:00
社会福祉センター2階（問合先：地域共生推進課）
◎知的障害児（者）よろず相談
第4金曜日 10:00～12:00 
社会福祉センター2階（問合先：地域共生推進課）
◎心配ごと相談
●月曜日（第4月曜日除く） 13:00～15:30
社会福祉センター 2階健康相談室
●第4月曜日　シャッピーハウス（佐野公民館隣）
（問合先 ：社会福祉協議会 ☎464-2259）
◎福祉総合相談
月～金曜日 8:45～17:15
社会福祉センター1階（問合先：基幹包括支援セ
ンターいずみさの ☎464-2977 Fax462-5400）
◎赤ちゃん相談【予約制】
第3水曜日 9:30～11:00
健診センター（問合先：健康推進課）
◎健康相談・栄養相談【予約制】
第3火曜日 9:30～12:00（問合先：健康推進課）
◎肝炎ウイルス検査【予約制】
※当面保健所では休止しています。実施医
療機関は、府ホームページをご覧ください。
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎HIV即日検査（希望者には梅毒即日検査
も実施・匿名可）
第1・3月曜日（祝日除く） 13:00～14:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎こころの健康相談（アルコール依存症・
認知症含む）【予約制】
月～金曜日（祝日除く） 9:00～17:45
泉佐野保健所（☎462-4600）
◎医療に関する相談
月～金曜日（祝日除く） 9:30～16:00
泉佐野保健所（☎462-7701）　

◎経営相談【予約制】 
6月～来年2月の第1・3火曜日または第2・4
火曜日 13:00～17:50　消費生活センター
（問合先：まちの活性課 ☎469-3131）
◎消費生活相談
月～金曜日 9:00～16:30
問合先　消費生活センター（☎469-2240）
◎司法書士総合相談【予約制】
水曜日 13:30～16:30　消費生活センター
申込　大阪司法書士会（☎06-6943-6099）
受付　月～金曜日 10:00～16:00
◎行政書士相談（相続・遺言など）【予約制】
第4金曜日 13:00～16:00　市役所1階相談室
申込　大阪府行政書士会泉州支部
　　　（☎483-7373）
◎国民健康保険料夜間納付相談
第3木曜日（祝日除く） 
17:30～20:00（受付は19:30まで）　
問合先　国保年金課
◎後期高齢者医療保険料夜間納付相談
第3木曜日（祝日除く）
17:30～20:00（受付は19:30まで）　
問合先　国保年金課
◎家庭児童相談（☎463-1937）
月～金曜日 8:45～17:15
◎子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）
月～金曜日 8:45～17:15
◎育児相談
●月～金曜日 9:00～16:00
すえひろこども園（☎466-5826）
●月～金曜日 10:00～16:00
地域子育て支援センター（☎469-3700）
◎子育て電話相談
鶴原保育園（☎463-0065）
月～金曜日 10:00～16:00
◎母子・父子・寡婦家庭の相談
月～水・金曜日 8:45～17:15 子育て支援課
◎教育相談
●さわやかルーム（☎447-7312）

見守リリー▶

南海線「泉佐野」駅前
　　　☎469-2240 

相談はお早めに
　センターへ！！

相談受付
　午前9時～
　　午後4時30分

不用品買い取りのはずが
貴金属を買い取られた！

【
事
例
】

　
「
ど
ん
な
も
の
で
も
い
い
か
ら
女

性
用
衣
類
を
売
っ
て
ほ
し
い
」
と
女

性
か
ら
電
話
が
あ
り
、
来
訪
を
承
諾

し
た
。
後
日
来
訪
が
あ
り
、
着
物
類

を
見
せ
た
が
「
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
金

貨
は
な
い
か
」と
男
性
に
せ
か
さ
れ
、

慌
て
て
叔
母
の
形
見
や
亡
夫
か
ら
も

ら
っ
た
指
輪
な
ど
の
貴
金
属
を
出
し

た
。
す
る
と
合
計
１
，
２
０
０
円
の

明
細
書
と
お
金
を
渡
さ
れ
、
物
品
を

持
ち
帰
ら
れ
た
。
貴
金
属
を
出
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
て
い
る
。

取
り
戻
し
た
い
。（
70
歳
代 

女
性
）

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

●
買
取
事
業
者
が
、
事
前
に
買
取
を

承
諾
し
て
い
な
い
物
品
を
突
然
売
る

よ
う
に
要
求
し
た
り
、
消
費
者
の
自

宅
を
突
然
訪
問
し
て
勧
誘
し
た
り
す

る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
売

る
つ
も
り
の
な
い
貴
金
属
な
ど
の
売

却
を
迫
ら
れ
て
も
、物
品
を
見
せ
ず
、

き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

●
必
ず
契
約
書
を
受
け
取
り
、
す
ぐ

に
物
品
の
種
類
、
買
取
価
格
、
買
取

業
者
の
名
称
、
連
絡
先
な
ど
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

●
買
取
業
者
の
訪
問
を
受
け
る
場
合

は
、
で
き
る
だ
け
一
人
で
対
応
せ

ず
、
信
頼
で
き
る
人
に
同
席
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

　困った時は、消費生活センターに
相談してください。

▲イラスト：黒崎　玄

▶
参
考
：（
独
）国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

「
見
守
り
新
鮮
情
報 

第
４
０
６
号
」

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください
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学 校 園 紹 介

「
道
徳
教
育
に
つ
い
て
」

　末広小学校では、自分たちの学校をより良くするた
めに、代表委員会（児童会）や高学年が中心となって、
ボランティア活動に取り組んでいます。新型コロナウ
イルス感染症拡大防止のため、多くの学校行事が制限
される中、学校の新たな取組として位置づいています。
【友情の花壇ボランティア】
　すこやかネットさの（佐野中学校区地域教育協議会）
の活動と連携して、正門横の花壇に約300株のパンジ
ーを植える活動に取り組みました。代表委員会（児童
会）で、花壇の愛称やパンジーを植えるレイアウトを
考えました。末広小学校の教育目標である「安心・安
全、笑顔」を達成できるように、子どもたちがもっと
仲良くなることを願って、花壇の
愛称を「友情の花壇」とし、パン
ジーで「友」・「情」の花文字を作
ることにしました。あわせて4～6
年生にパンジーを植えるボランテ
ィアを募ることにしました。
　10月18日㈪から1週間、昼休み
の時間帯に、ボランティアに参加
した子どもたちと学校にお招きし
た地域のみなさんと一緒にパンジ
ーを植えました。植えた後のパン
ジーの水やりや草取りなどのお世話は、代表委員会（児
童会）と環境委員会の子どもたちが引き継いで行って
います。今日もカラフルなパンジーが明るく「友情」
の文字を浮かび上がらせてくれています。

　6年生は、修学旅行でヒロシ
マを訪れました。たっぷりと
時間をかけて平和記念公園内
の碑と資料館の見学をし、被
爆体験証言者からのききとり
を行うことで、これまでのバ
ーチャル（仮想的）からリア
ル（現実的）なものへと学びを確かにしました。
　「大切な人が亡くなった悲しみと生き延びた者の苦
しみには終わりがありません。」（2021年平和記念式
典での小学生による平和への誓いより）

　戦争で無差別に命を奪うことは、最
大の人権侵害であると学んだ意味を
ここで改めて考えました。規模の大
小にかかわらず、他人への理不尽な
介入や差別を許さない気持ち、自他
ともの命と尊厳、そしてそれぞれの
成長を尊重できる心を大きく大切に
育てたいと、考えました。

　多感な時期である成長過程のこの
時に、信頼できる友だちとともに平
和について、命について、人間らし
く生きることについてなど、学べる
この機会は貴重です。ヒロシマから
のメッセージをぜひ、しっかりと受
け止め、感じ、伝えることのできる
人に成長してほしいと思いました。

問合先
学校教育課

ボランティア活動をすすめよう！
～末広小学校～

修学旅行での平和学習
～長南小学校～

　

現
行
の
小
・
中
学
校
学
習
指
導
要

領
総
則
に
は
、
道
徳
教
育
の
目
標
に

つ
い
て
「
自
己
の
生
き
方
を
考
え
、

主
体
的
な
判
断
の
下
に
行
動
し
、
自

立
し
た
人
間
と
し
て
他
者
と
共
に

よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
基
盤
と

な
る
道
徳
性
を
養
う
こ
と
」
と
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
学
校
に
お
け
る
道
徳
教

育
は
、
特
別
の
教
科
で
あ
る
道
徳

（
道
徳
科
）
を
要
と
し
て
学
校
の
教

育
活
動
全
体
を
通
じ
て
行
う
も
の
」

と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
は
平
成
30
年
度
に
、
中
学

校
は
平
成
31
年
度
（
令
和
元
年
度
）

に
道
徳
が
教
科
化
さ
れ
、「
特
別
の

教
科 

道
徳
」（
道
徳
科
）
が
始
ま
り

ま
し
た
。
学
校
の
教
育
活
動
全
体
で

行
う
の
が
「
道
徳
教
育
」
で
あ
り
、

授
業
と
し
て
実
施
す
る
の
が
「
道
徳

科
」
で
す
。
現
在
は
主
に
教
科
書
を

使
用
し
な
が
ら
、
小
学
１
年
生
は
年

間
34
時
間
、
小
学
２
年
生
〜
中
学
３

年
生
ま
で
は
年
間
35
時
間
の
道
徳

科
の
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

先
述
の
道
徳
教
育
の
目
標
を
達

成
す
る
た
め
に
「
考
え
、
議
論
す
る

道
徳
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
り

ま
す
。
答
え
が
一
つ
で
は
な
い
道
徳

的
な
課
題
に
対
し
て
、
多
様
な
価
値

観
に
触
れ
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が

自
分
自
身
の
問
題
と
捉
え
、
自
分
自

身
と
向
き
合
う
こ
と
が
道
徳
性
を
養

う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

決
し
て
大
人
の
価
値
観
を
押
し
付
け

る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
達

段
階
に
応
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
中

に
既
に
育
ち
つ
つ
あ
る
も
の
に
気
付

か
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
保
護
者
や
地
域

の
み
な
さ
ん
に
積
極
的
に
道
徳
科
の

授
業
を
公
開
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
は
そ
れ
も
難
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
の
道
徳
性

あ
ふ
れ
る
豊
か
な
心
を
育
む
に
は
、

家
庭
や
地
域
と
の
連
携
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
地
域
を

支
え
る
み
な
さ
ん
の
お
話
や
地
域
の

伝
統
文
化
な
ど
が
子
ど
も
の
学
び
を

深
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
平
成
27
年
に
道
徳
教
育
振

興
条
例
を
施
行
し
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

も
発
行
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
子
ど
も

た
ち
の
心
の
教
育
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、

学
校
教
育
へ
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

広報いずみさの 令和4年1月号11



　　　　　　　　　　　令和4年度
市・府民税（個人住民税）主な改正点

【住宅ローン控除の特例の延長】
　消費税率10％の住宅を取得した場合に住宅ローン控除の控除期間を13年とする特例
期間が、令和4年12月31日まで2年間延長になりました。
　また、上記に該当する場合で床面積が40㎡以上50㎡未満の住宅についても、適用を
受ける年分の合計所得金額が1,000万円以下である場合に限り、住宅ローン控除の適用
を受けることができるようになります。

（＊1）…特例が適用されるのは、住宅の対価の額または費用の額に含まれる消費税率が10％の場合に限ります。
令和３年12月31日までに入居で、取得時の消費税率が10％ではない場合、控除期間は10年になります。
（＊2）…特例が適用されるには、注文住宅は令和2年10月1日～令和3年9月30日に、分譲住宅等は令和2年
12月1日～令和3年11月30日に契約する必要があります。
【セルフメディケーション税制の見直し】
　対象となる医薬品をより効果的なものに重点化し、手続きの簡素化を図った上で、適用期限が5年延長され
ました。（令和5年度課税から適用）

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

 　

税問
合
先　

税
務
課

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

給
与
支
払
報
告
書
の

提
出
及
び
償
却
資
産
の

申
告
は   1
月   31
日
ま
で
に

■
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

　

事
業
主
は
従
業
員
の
住
所
地
の
市

役
所
・
町
村
役
場
へ
給
与
支
払
報
告

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
報

告
書
の
用
紙
は
、
税
務
署
の
法
定
調

書
な
ど
に
同
封
し
て
、
昨
年
11
月
上

旬
に
事
業
主
に
送
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
総
括
表
と
あ
わ
せ
て
、
１
月
末

ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。   　
　
　

　

ま
た
、
個
人
番
号
・
法
人
番
号
の

記
載
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
こ
の
報
告
書
の
提
出

が
な
い
場
合
は
、
従
業
員
が
そ
れ
ぞ

れ
直
接
役
所
（
場
）
に
「
個
人
申
告
」

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
償
却
資
産
の
申
告

　

市
内
に
事
業
用
の
償
却
資
産
を
所

有
し
て
い
る
人（
法
人
ま
た
は
個
人
）

は
、
毎
年
１
月
末
ま
で
に
該
当
す
る

資
産
を
申
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
令
和
３
年
１
月
２
日
以
降
に

資
産
の
入
れ
替
え
や
開
業
、
廃
業
、

個
人
か
ら
法
人
へ
の
資
産
の
異
動
な

ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
特
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
本
市
で
は
固
定

資
産
税
（
償
却
資
産
）
の
実
地
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
申
告
書
の
提
出

の
際
は
、
申
告
内
容
の
今
一
度
の
点

検
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
個
人
住
民
税
は
特
別
徴
収
で
納
め

ま
し
ょ
う
！

　

地
方
税
法
第
３
２
１
条
の
５
の
規

定
に
よ
り
、事
業
主
は
原
則
と
し
て
、

す
べ
て
の
従
業
員
の
市
・
府
民
税（
個

人
住
民
税
）
を
給
与
か
ら
差
し
引
い

て
納
入
（
特
別
徴
収
）
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
事
業
主

の
み
な
さ
ん
は
法
令
に
基
づ
く
適
正

な
特
別
徴
収
の
実
施
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
お
よ

び
償
却
資
産
の
申
告
は
、
電
子
申

告
（eLTA
X

〔
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
〕

https://w
w
w
.eltax.lta.go.

jp/

）で
も
提
出
で
き
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▲エルタックス
QRコード

入居した年月 平成21年1月1日～
令和元年9月30日

令和元年10月1日～
令和2年12月31日

令和3年1月1日～
令和4年12月31日

控除期間 10年 13年（＊1） 13年（＊1）（＊2）

この広告掲載についてのお問い合わせは、株式会社 宣成社（☎06-6222-6888）へこの広告掲載についてのお問い合わせは、合同会社 IM総合企画（☎072-275-5449）へ

広　

告

広　

告
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税務署からのお知らせ
問合先　泉佐野税務署（☎462-3471）

■令和3年分所得税などの確定申告
　申告会場では新型コロナウイルス感染症の感染予防策を実施するため、申告
書の作成や提出に時間がかかる場合があります。申告書は国税庁ホームページ
で作成し、e-Tax送信していただくか、郵送による提出をご利用ください。
相談・申告会場の受付　2月16日㈬～ 3月15日㈫（閉庁日除く）
※相談受付は午後4時まで
注意事項
●申告相談には、当日署で配付する入場整理券が必要です。整理券などが予定
枚数に達した場合は、早期に相談受付を終了します。
●駐車場は大変混雑しますので、車での来場はできるだけご遠慮ください。
●3密を避けるため、建物の外で長時間お待ちいただく場合があります。
●新型コロナウイルス感染状況などにより、開設期間などを変更する場合があります。事前に国税庁ホームペー
ジ（https://www.nta.go.jp）を確認してください。
■マイナポータルを活用して所得税の確定申告を簡単・便利に
　令和3年1月からマイナポータルを活用して、控除証明書等の必要書類のデータを一括取得
し、所得税申告書へ自動入力することが可能となりました。令和4年1月からは「ふるさと納税」
「地震保険料控除証明書」、2月上旬からは「医療費（令和3年分については、令和3年9月から
12月分）」のデータが新たに取得可能となります。
　ご利用に当たっては、マイナンバーカードの取得とマイナポータルの利用者登録が必要です。
ぜひ、マイナンバーカードを取得し、ご利用ください。詳しくは、国税庁ホームページ「マイ
ナポータル連携特設ページ」（https://www.nta.go.jp/taxes/tetsuzuki/mynumberinfo/
mynapo.htm）をご覧ください。

■給与所得者や年金受給者のための申告会場
日時　2月2日㈬～10日㈭ 午前10時～午後3時（土・日曜日除く）
申告会場　イオンモールりんくう泉南 2階イオンホール
整理券配付場所・時間　1階セントラルコート・午前９時30分～（先着順）
※申告書の作成・相談を希望する人は「1階セントラルコート正面入口」から順
に並んでください。
注意事項
●申告相談には入場整理券が必要です。整理券が予定枚数に達した場合は、早期
に相談受付を終了します。

●申告書などの提出のみの人は郵送での提出またはe-Taxによる送信をお願いします。
●感染状況などにより、会場開設を中止する場合や時間など変更する場合が
あります。
※2月5日㈯・6日㈰に開催する申告相談会（要事前予約）は、近畿税理士会
泉佐野支部が主催するもので、給与所得者や年金受給者の人だけでなく、事
業所得や譲渡所得がある人や資産の贈与を受けた人も相談できますが、申告
書の提出はできません。詳しくは1月17日㈪～31日㈪（平日 午前10時～午
後3時）に近畿税理士会泉佐野支部事務局（☎468-8068）またはｅメール：
sanoshibu@poem.ocn.ne.jpまで問い合わせてください。

広　

告

広

告

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください
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胃がん検診（胃内視鏡検査）
　指定医療機関で胃内視鏡検査の胃がん検診を受けることができます。対象
の人は受診しましょう！（集団検診での胃がん検診はエックス線検査になり
ます）
内容　問診・胃内視鏡検査（鎮痛薬・鎮静剤は使用しません。）
対象　50歳以上であり、昨年度内視鏡検査による胃がん検診を受けておら
ず、今年度胃がん検診（エックス線検査または内視鏡検査）を受けていない
市民（詳しくは下記を参照してください。）
自己負担金　2,000円
※生活保護受給世帯・世帯員全員が非課税世帯には減免制度があります。減
免制度を利用するには検診前の手続きが必要となります。後期高齢者医療被
保険者は、後期高齢者医療被保険者証の提示で無料となります。
申込　直接、指定医療機関（ホームページ掲載）へ。持ち物などは申込時に確認してください。
問合先　健康推進課

※検診の除外条件（入院中・胃疾患で受療中など）や検診の禁忌疾患（呼吸不全や急性心筋梗塞など）
があります。抗血栓薬（ワルファリン・バファリンなど）を服用中の人は、主治医と相談してください。

検診のフロー図
昨年度

エックス線
検査を受診

未受診

内視鏡検査
を受診

エックス線
検査を受診

内視鏡検査
を受診

今年度

エックス線検査

内視鏡検査

ど
ち
ら
も

受
診
不
可

×

ど
ち
ら
か
を
選
択

エックス線検査

内視鏡検査

ど
ち
ら
も

受
診
不
可

エックス線検査

内視鏡検査

ど
ち
ら
か

を
選
択

エックス線検査

内視鏡検査

ど
ち
ら
か

を
選
択

次年度

水
道
基
本
料
金
の
減
免
制
度

　

65
歳
以
上
の
人
だ
け
で
構
成
さ
れ

る
高
齢
者
世
帯
は
、
水
道
等
基
本
料

金
の
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

申
請
を
希
望
す
る
場
合
は
、
所
得

制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず

電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課

麻
し
ん
・
風
し
ん

混
合
ワ
ク
チ
ン
（
Ｍ
Ｒ
）

予
防
接
種

　

麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
は
、
感
染
力
が

強
く
、
飛
沫
・
接
触
だ
け
で
は
な
く

空
気
感
染
も
あ
り
、
予
防
接
種
を
受

け
な
い
で
い
る
と
多
く
の
人
が
か
か

り
、流
行
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
は
、
飛
沫
感
染

に
よ
っ
て
お
こ
り
ま
す
。
大
人
に

な
っ
て
か
か
る
と
重
症
に
な
り
ま

す
。
妊
婦
が
感
染
す
る
と
、
先
天
性

風
し
ん
症
候
群
と
よ
ば
れ
る
障
害
を

も
っ
た
児
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
非

常
に
高
く
な
り
ま
す
。

　

麻
し
ん
・
風
し
ん
に
か
か
ら
な
い
、

う
つ
さ
な
い
た
め
に
予
防
接
種
を
受

け
て
、
免
疫
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

※
麻
し
ん
ま
た
は
風
し
ん
の
単
独
ワ

ク
チ
ン
で
の
接
種
を
希
望
す
る
場
合

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象

●
Ｍ
Ｒ
１
期
…
１
歳
の
誕
生
日
の
前

日
〜
２
歳
の
誕
生
日
の
前
日

●
Ｍ
Ｒ
２
期
…
平
成
27
年
４
月
２
日

〜
平
成
28
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子

ど
も
（
令
和
４
年
３
月
末
ま
で
）

問
合
先　

健
康
推
進
課

◇

×

×

×

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください
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認知症初期集中支援チーム
～認知症になっても安心して暮らせるようにサポートします！～

　認知症の人と家族が住み慣れた地域で安心して暮らせるように認知症専門医（サ
ポート医）と医療・介護・福祉の専門職がチームとなり、医療や介護サービスにつ
ながるように支援を行います。　　　　　　　　　　　　　　
支援内容　認知症が疑われる人や、認知症の人とその家族に、チーム員（専門職）
が訪問し、認知症についての困りごと、心配なことを伺います。
　その上で、今後の対応について、本人や家族と一緒に考え、医療や介護サービス
に関する情報提供や助言を行います。支援の期間はおおむね6ヵ月間です。

対象　認知症が疑われる人、または認知症の
人、自宅で生活している40歳以上の市民で、
次のいずれかに該当する人
●認知症の診断を受けたいが本人が受診を拒
否している
●介護保険サービスにつながっていない、または中断している
●認知症の症状が強いため、対応に困っているなど
※相談内容に応じて対応します。気軽に相談してください。
相談・問合先　基幹包括支援センターいずみさの

（☎464-2977 Fax462-5400）

◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇

　「メモリースポーツ」で
モンゴルは世界トップレベル　

問合先　自治振興課
　モンゴルでとても人気のメモリースポーツは1991年に英
国にて創設されました。英国に事務所を置く世界メモリース
ポーツ協会（World Memory Sports Council）は毎年12
月に世界選手権大会を開催しています。メモリースポーツと
は記憶力を競い合う競技です。
　メモリースポーツ世界大会には2008年にモンゴルの第一
人者としてH.ハタンバータル選手が出場し、2010年に同選

手自ら世界的な一流選手育成目的で「モンゴル記憶アカデミー」を設立し、2011
年からモンゴル代表チームで参加できるようになったことによりモンゴルで当ス
ポーツの人気度が上がりました。これまで多くの国際大会に出場したモンゴル代
表チームが世界54記録のうち30記録を更新し、世界メモリースポーツ協会の統計
によると、ティーンエージャーの18世界記録のうち10記録をモンゴル選手が持っ
ています。そして、ワールドランキングトップ1位、3位、5位、6位にモンゴルの
女性選手が並んでいます（ランキングは男女関係無し）世界ランキング1位と5位

は、なんと双子姉妹のN.ムンフシュル選手とN.エンフシュル選手です。2017年に
中国で開催された世界選手権の時（世界記録を更新した選手がギネスに認定され
る大会）、姉のN.ムンフシュル選手が1時間に1924枚のトランプの並びを記憶、妹
のN.エンフシュル選手が30分に5445桁の数字の並びを記憶し、姉妹で世界記録
を更新し、ギネスに認定されました。双子とも現在、北京大学の学生ですが、当
大学ホームページにて誇れる優秀な学生として取り上げられているようです。
　他の選手も海外の人気番組によく招待されています。ちなみに、記憶スポーツのトップ選手のうち、生まれ
つきの才能を持つ選手は1人もいなくて、何歳からでも始められますが技術を手に入れれば、誰もが自分の能力

に驚くほど結果を出せるようなスポーツだそうです。小さい時から学べば、単に記憶でき
るようになるだけでなく、自分の脳の働きが分析できて、また正しい生活習慣を身に着け
て（食事、水分補給、睡眠が大事）、
精神的にも強く育っていくので、将
来はどんな分野でも大変、役に立つ
スキルになるそうです。

ССайн байна ууСайн байна уу
国際交流員オギー通信国際交流員オギー通信国際交流員オギー通信

（モンゴル語で「こんにちは」）（モンゴル語で「こんにちは」）（モンゴル語で「こんにちは」）
サイン バイノー！サイン バイノー！サイン バイノー！

今月のモンゴル語
дэлхий（デルヒー）：世界  
дээд амжилт（デーデ　アムジルト）：記録  
цээжлэх（ツェ―ジレフ）：記憶  

▶
国
際
交
流
員
の

オ
ギ
―

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください
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人
権
の
広
場

じ
ん　

け
ん

ひ
ろ　

 

ば

部
落
差
別
を
な
く
す
の
は

私
た
ち
一
人
ひ
と
り

〜
部
落
差
別
解
消
推
進
法
〜

　

平
成
28
年
12
月
に
公
布
・
施
行
さ

れ
た
「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
は
、
部
落
差
別
の
な

い
社
会
の
実
現
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
自
然
に
部

落
差
別
が
な
く
な
る
と
考
え
る
の
は

誤
り
で
す
。
生
ま
れ
た
場
所
や
障
害

の
有
無
、
国
籍
な
ど
に
関
係
な
く
誰

も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

　

本
市
で
は
、
引
き
続
き
部
落
差
別

解
消
に
向
け
た
施
策
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

人
権
推
進
課 

ア
ニ
メ
「
め
ぐ
み
」

・
拉
致
被
害
者
御
家
族

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
上
映
会

　

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題

啓
発
ア
ニ
メ
「
め
ぐ
み
」
は
、
昭
和

52
年
、
当
時
中
学
１
年
生
だ
っ
た
横

田
め
ぐ
み
さ
ん
が
、
学
校
か
ら
の
帰

宅
途
中
に
北
朝
鮮
当
局
に
よ
り
拉
致

さ
れ
た
事
件
を
題
材
に
、
残
さ
れ
た

家
族
の
苦
悩
や
、
懸
命
な
救
出
活
動

の
模
様
を
描
い
た
25
分
の
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
・
ア
ニ
メ
で
す
。

日
時　

１
月
30
日
㈰ 

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

（
開
場
：
午
後
１
時
30
分
）

場
所　

ピ
ー
ス
お
お
さ
か
（
大
阪
市

中
央
区
大
阪
城
２
番
１
号
）

プ
ロ
グ
ラ
ム

●
開
会
挨
拶

●
政
府
の
取
組
説
明
（
政
府
拉
致
問

題
対
策
本
部
）

●
ア
ニ
メ
「
め
ぐ
み
」
上
映

●
「
拉
致
被
害
者
御
家
族
ビ
デ
オ
メ

ッ
セ
ー
ジ
」
上
映

申
込
・
問
合
先　

１
月
13
日
㈭
ま
で

に
往
復
は
が
き
（
〒
５
５
９
・
８
５

人権について考える 連続映画会　
　昨年9月から12月にかけて実施した「人権を考える連続映画会」を今年も実施します。この映画会はすでに映
画館での上映が終わっていて、テレビなどでもあまり放送されない映画をみなさんとともに鑑賞し、人権につい
て考えるという取組です。今年度は1月と2月にドキュメンタリー映画を上映します。

いずれも
場所　レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター
定員　各70人（先着順）　
申込・問合先　上映日の前日までに電話またはeメール（jinken@city.izumisano.
lg.jp）で泉佐野市人権を守る市民の会（人権推進課内）へ
※入場無料

５
５ 

大
阪
市
住
之
江
区
南
港
北
１

丁
目
14
番
16
号
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

Ｗ
Ｅ
Ｂ
（
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：htt

ps://w
w
w
.shinsei.pref.osak

a.lg.jp/ers/input?tetudukiId
=
2021100135

）
で
府 

人
権
企

画
課
（
☎ 

06
・
６
２
１
０
・
９
２
８

０ 

Fax　

06
・
６
２
１
０
・
９
２
８
６
）

へ※
参
加
無
料
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
状
況
に
よ
り
、
上
映
会
を

延
期
ま
た
は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

【2回目】
日時　2月19日㈯ 午後2時～（開場：午後1時30分）
内容　ドキュメンタリー映画「エイブル」（101分）
　知的発達障がいのある日本の少年ふたりがアメリカ
に渡り、ホストファミリーの元で生活する姿を描いた
ドキュメンタリー映画です。ホストファミリーに支
えられながら3ヵ月、ふたりは知的発達障がい者のス
ポーツを振興する「スペシャルオリンピックス」のバ
スケットボールゲームに参加することになりました。

【1回目】
日時　1月15日㈯ 午後2時～（開場：午後1時30分）
内容　ドキュメンタリー映画「プリズンサークル」
（136分）
　はじめて日本の刑務所にカメラを入れたドキュメン
タリー映画です。受刑者が向き合うのは犯した罪だけ
ではありません。幼い頃に経験した貧困、いじめ、虐
待、差別などの記憶。痛み、悲しみ、恥辱や怒りといっ
た感情。それらを表現する言葉を獲得していきます。

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください
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スポーツ推進課（J:COM末広体育
館［市民総合体育館］内）

☎462-2000 Fax469-2286
受付：午前9時～午後5時15分
（休館日と土・日曜日以外の祝日除く）
※電話はおかけまちがいのないよう
にご注意ください。

　
　

市
民
競
技
大
会

サ
ッ
カ
ー

開
催
日　

２
月
20
日
㈰
・
27
日
㈰
、

３
月
６
日
㈰
・
20
日
㈰

場
所　

南
部
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
資
格

16
歳
（
高
校
生
）
以
上

の
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
（
選

手
全
員
が
18
歳
以
下
の
場
合
は
成
人

の
責
任
者
が
必
要
）

※
４
級
以
上
の
資
格
を
持
っ
た
審
判

が
２
人
必
要
。
必
ず
経
験
の
あ
る
審

判
を
登
録
す
る
こ
と

定
員　

１
チ
ー
ム
30
人
以
内

（
監
督
も
出
場
可
）

ル
ー
ル　

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
に
準

じ
、
特
別
ル
ー
ル
は
泉
佐
野
市
サ
ッ

カ
ー
連
盟
で
決
定

参
加
費　

１
チ
ー
ム
５
，
０
０
０
円

（
傷
害
保
険
料
含
む
）

申
込
・
問
合
先　

１
月
30
日
㈰
ま
で

に
電
話
で
泉
佐
野
市
サ
ッ
カ
ー
連
盟

（
北
谷
☎
０
９
０
・
３
０
３
２・
７
６

５
７
）
へ

※
エ
ン
ト
リ
ー
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
。（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）
定

数
に
満
た
な
い
場
合
は
他
市
か
ら
の

チ
ー
ム
を
招
待
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

説
明
会　

２
月
５
日
㈯
午
後
７
時

か
ら
南
部
公
園
会
議
室
で

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

NHG×キックボクシング
男女年齢関係なく、楽しみながら運動をするためダイエットやストレス発散する

以外に交友関係が広まります。この機会にキックエクササイズを始めてみませんか。
対象　16歳以上
定員　各6人（先着順）
講師　森下翔平さん、寺岸篤哉さん、谷郷亜美さん
場所・申込・問合先　北部市民交流センター体育分館（NHG）

（☎464-8745 Fax464-8746）
曜日 時間 コース 回数 受講料

火曜日
10:00～11:30（90分）

Aコース 3回（1ヵ月） 3,500円
11:45～13:15（90分）

水曜日
10:30～12:00（90分）
14:00～15:30（90分）
19:00～20:00（60分） Bコース 4回（1ヵ月） 3,000円

木曜日
10:30～11:30（60分）

Aコース 3回（1ヵ月） 3,500円19:00～20:30（90分）

金曜日
10:00～11:30（90分）
11:45～12:45（60分） Bコース 4回（1ヵ月） 3,000円
19:00～20:00（60分） Cコース 4回（1ヵ月） 2,500円

土曜日
10:00～11:30（90分）

Aコース 3回（1ヵ月） 3,500円
11:45～13:15（90分）

広報いずみさの 令和4年1月号17

　　　第29回 
泉佐野市民健康マラソン大会 結果

（敬称略）

種 別 優 勝 2位 3位

一般8㎞
男子 正崎大士 河野　純 寺門慶政

女子 堀田笑子 浅井留美子 出来美侑

シニア8㎞
男子 野村英治 菊元宏利 阪口　克

女子 岩井真美 熊取谷信子 角林美保子

一般3㎞
男子 森川幸祐 阪田佑馬 －

女子 山岸七帆 佐伯美和子 永田　紗

中学生3㎞
男子 角谷悠希 原口虹太朗 山口蒼空

女子 竹上理佐 － －

小学生（低学年）
2㎞

男子 南　旺毅 日根野谷琉仁 馬嶋琳太郎

女子 山下愛莉 石垣茉結 濱本陽向

小学生（高学年）
2㎞

男子 新井克典 浅井心之介 山下颯太

女子 昼馬唯花 山岸千陽 野村朋香
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　市民のみなさんに市政へのご理解ご協力をいただくため、市では毎年市職員の給与などを公表しています。
なお、給与などの額は税・保険料などの各種控除前の額で、いわゆる手取額ではありません。

問合先　人事課 

人件費の状況（普通会計決算）
区　分 住民基本台帳人口

令和3年3月末日現在 歳出額　（A） 実質収支 人件費　（B） 人件費率（B/A）

令和2年度 99,316 人 68,063,997 千円 135,712 千円 5,829,586 千円 8.6％

※人件費には、特別職に支給される給料・報酬なども含みます。　　　（参考）令和元年度人件費率5.8％

部門別職員数の状況（各年4月1日現在）　　　　　（単位：人）
区 分 職 員 数 対前年

増減数 おもな増減理由令和2年 令和3年

一
般
行
政
部
門

議 会 6 6
総　　務 107 118 11 事務事業・体制の見直し
税　　務 38 37 ▲1 事務事業・体制の見直し
民　　生 153 154 1 事務事業・体制の見直し
衛　　生 55 56 1 事務事業・体制の見直し
農林水産 16 16
商　　工 10 11 1 事務事業・体制の見直し
土　　木 58 56 ▲2 事務事業・体制の見直し
小　計 443 454 11

部
門

特
別
行
政

教　　育 58 58
小　計 58 58

普通会計 計 501 512 11

会
計
部
門

公
営
企
業
等

水　　道 36 35 ▲1 事務事業・体制の見直し
そ の 他 34 35 1 事務事業・体制の見直し
小　計 70 70

合　計 571 582 11

　市職員の給与は、地方公務員法で
定められた3つの原則を基準に、市
の条例で定めています。
①職務給の原則
　給与は「職務と責任」に応じて決定
※本市の場合は、上記「一般行政職
の級別職員数」のとおり
②均衡の原則
　給与は「生計費」「国・地方公共
団体の職員の給与」「民間事業従事
者の給与」などを考慮し決定
③条例主義
　給与額・勤務時間・その他の勤務
条件は、住民の代表である議会の議
決を経て、条例で定める

職員構成
（令和3年4月1日現在・[　]は平均年齢）

一般行政職の級別職員数
（令和3年4月1日現在）

職員数職員数
582人582人

［44.8歳］［44.8歳］
100％100％

職員数職員数
379人379人
100％100％

【
注 

意
】

●
泉
佐
野
市
の
給
与
条
例
に
基
づ
く
給
料
表
の
級
区
分
別
職
員
数

で
す
。

●
（ ）
内
は
各
級
の
代
表
的
な
職
名
で
す
。

●
１
・
２
級
は
経
験
年
数
な
ど
に
よ
り
区
分
さ
れ
ま
す
。

一般行政職一般行政職
（事務・技術など）（事務・技術など）
379人379人
［46.1歳］［46.1歳］
65.1％65.1％

特定任期付職員 特定任期付職員 1人1人
［60.0歳］0.2％［60.0歳］0.2％

福祉職福祉職 70人 70人
［41.6歳］12.0％［41.6歳］12.0％

税務職税務職 37人 37人
［40.1歳］6.4％［40.1歳］6.4％

医療技術職医療技術職 5人 5人
［47.4歳］0.9％［47.4歳］0.9％

看護師・保健師看護師・保健師 16人 16人
［42.3歳］2.7％［42.3歳］2.7％

技能・労務職技能・労務職 13人 13人
［53.2歳］2.2％［53.2歳］2.2％

教育職教育職 26人 26人
［32.8歳］4.5％［32.8歳］4.5％

水道企業職員水道企業職員 35人 35人
［48.5歳］6.0％［48.5歳］6.0％

7級（部長）7級（部長）
27人 7.1％27人 7.1％

8級（政策監）8級（政策監）
10人 2.6％10人 2.6％

6級（課長）6級（課長）
65人65人
 17.1％ 17.1％

5級5級
（課長代理）（課長代理）
67人  67人  
17.7％17.7％

4級（係長）4級（係長）
59人 15.6％59人 15.6％

3級（主任）3級（主任）
83人83人
 21.9％ 21.9％

2級（係員）2級（係員）
53人 14.0％53人 14.0％

1級（係員）1級（係員）
15人 4.0％15人 4.0％

市　職　員　の　給　与

給与を決める三原則
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平均給料月額 
区　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職
市 340,090円 46.1歳
国 325,827円 43.0歳

技能・労務職
市 325,377円 53.1歳
国 286,947円 50.9歳

経験年数別・学歴別平均給料月額 
区　分 経　 験　 年　 数

10年 15年 20年

一般
行政職

大
学
卒
252,300円 275,900円 290,300円

高
校
卒
232,800円 257,600円 280,000円

技能・
労務職

高
校
卒
232,800円 257,600円 280,000円

※経験年数とは、採用後の年数（卒業後直ちに
採用され引き続き勤務している場合）です。

一般行政職の初任給 
区　分 初 任 給

大学卒
市 190,400円
国 182,200円

高校卒
市 161,600円
国 150,600円

特別職の報酬等
区　分 給料月額

（減額措置後） 期末手当の支給割合

給　

料

市長
860,000円

（507,400円＊1）
（593,400円＊2）令和2年度

6月期  2.250月分
12月期 2.200月分
令和3年度
6月期  2.225月分

副市長 740,000円
（547,600円＊3）

教育長 660,000円
（521,400円＊3）

水道事業
管理者

660,000円
（521,400円＊3）

報　

酬

議長 620,000円
（589,000円＊4）令和2年度

6月期  2.250月分
12月期 2.200月分
令和3年度
6月期  2.225月分

副議長 580,000円
（551,000円＊4）

議員 550,000円
（522,500円＊4）

退職手当
区 分（一部） 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分
勤続35年 39.7575月分 47.709月分
最高限度 47.709月分 47.709月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置2～30％加算
1人あたり平均支給額 3,963 千円  20,848 千円
注意
●退職手当の支給割合は市と国とで同じでした。
●「1人あたりの平均支給額」は、令和2年度に本市を退職し
た全職種に係る職員に支給された平均額です。
●「勧奨」とは、高齢職員などに対し、職員の新陳代謝の促進
および人事の刷新などを図るため、勇退を勧奨し、これに応じ
て退職した場合をいいます。

職員手当　※［　］は国の基準
手当の種類 内　容

扶養手当

●配偶者6,500円（政策監は3,500円）
●配偶者以外の扶養親族
子10,000円、父母等6,500円（政策監は3,500円）
●満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの
扶養親族である子への加算1人につき5,000円

地域手当 （給料＋扶養手当＋管理職手当）×6％ 令和2年度1人あたり平均支給年額 302,036円

管理職手当

●政策監　　85,000円
●部長　　　60,000円～80,000円
●次長　　　50,000円～60,000円
●課長　　　45,000円～55,000円
●課長代理　30,000円～40,000円

通勤手当

交通機関
利用者

月額55,000円を限度とし全額支給 
※支給方法は6ヵ月定期券などの価
額を一括支給

交通用具
利用者

用具に応じ32,700円［31,600円］
を上限として支給

住居手当

借
家
月額16,000円を超える家賃を支払っている場
合に28,000円［28,000円］を上限として支給

持
家支給なし［支給なし］

時間外勤務
手当

管理職を除く職員対象
令和2年度支給総額 87,876 千円
（1人あたり平均支給年額 322 千円）

特殊勤務
手当平成25年4月1日～廃止

期末・勤勉
手当

支給時期 市 国

令和2年度
  6月期 2.250月分 2.250月分
12月期 2.200月分 2.200月分

令和3年度   6月期 2.225月分 2.225月分
職制上の段階・職務の級などによる加算措置あり

いずれも令和3年4月1日現在の状況です。

＊1…令和3年4月～令和3年6月の支給額
＊2…令和3年7月～令和7年3月の支給額
＊3…令和2年4月～令和7年3月の支給額
＊4…令和2年4月～令和4年5月の支給額
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【レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館】
1日㈷～4日㈫、11日㈫、17日㈪、24日㈪、27日㈭、31日㈪は休館
開館時間　午前9時30分～午後7時（日曜・祝日は午後5時まで）
☎469-7130 Fax469-7131
【佐野・長南・日根野公民館 図書室】
毎週月曜日、1日㈷～4日㈫、11日㈫、27日㈭は休館
利用時間　午前9時30分～午後5時
佐野公民館 図書室 ☎463-6035 長南公民館 図書室 ☎465-1101
日根野公民館 図書室 ☎468-0808 
【北部公民館図書室 ☎469-5171】
毎週日曜日、1日㈷～4日㈫、10日㈷、27日㈭は休館
利用時間　午前10時30分～午後6時

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

移動図書館 いちょう号巡回表
ステーション名 1月 2月 曜日 時 間（午 後） ステーション名 1月 2月 曜日 時 間（午 後）

末広小学校正門 12日 2日

水

1時00分～2時00分 第一小学校 28日 25日

金

1時00分～1時50分

長南小学校 12日 2日 2時20分～2時50分 府営鶴原中央住宅集会所 28日 25日 2時20分～3時20分

上大木河原織布前 12日 2日 3時40分～4時10分 上瓦屋ちびっこ広場 28日 25日 3時40分～4時30分

第三小学校 26日 16日 1時00分～2時00分 大木小学校運動場前 14日 4日 1時10分～2時10分

第二小学校 26日 16日 2時20分～3時20分 府営長滝住宅集会所 14日 4日 2時40分～3時10分

佐野台小学校東門 19日 9日 1時00分～2時00分 府営佐野台住宅一斉清掃
ゴミ置き場前 15日 5日

26日

土

1時00分～1時45分

中央小学校 19日 9日 2時30分～3時30分 府営泉ヶ丘住宅集会所 15日 5日
26日 2時00分～2時45分

上之郷小学校裏門 13日 10日

木

1時10分～2時10分 新家町会館 15日 5日
26日 3時00分～3時30分

安松町会館 13日 10日 2時30分～3時00分 貝田町会館 15日 5日
26日 3時40分～4時10分

北中小学校 20日 17日 1時00分～2時00分 樫井西町若宮神社境内 22日 12日 1時15分～1時45分

西出町会館 20日 17日 2時30分～3時00分 府営羽倉崎住宅
中央集会所 22日 12日 2時00分～3時00分

府営鶴原北住宅集会所 20日 17日 3時30分～4時00分 湊町会館 22日 12日 3時30分～4時10分

日新小学校南門 21日 18日

金

1時10分～2時10分 羽倉崎実行組合集会所（旧JA
大阪泉州羽倉崎支店）駐車場 29日 19日 1時20分～2時00分

野々地蔵町内会館 21日 18日 2時30分～3時10分 いこらも～る泉佐野
臨時駐車場 29日 19日 2時20分～3時50分

土丸長生会館 21日 18日 3時30分～4時00分 ※交通事情・天候などにより、遅れたり予定を変更したりす
る場合があります。

新着図書案内
【一般書】▶わたしたちはなぜ笑うのか （中
山　元）▶徳光流生き当たりばったり（徳
光和夫）▶無理ゲー社会（橘　玲）▶恐竜
学者は止まらない！（田中康平）
【児童書】▶おつきさまのパンケーキ（真
珠まりこ）▶修造流・逆転の発想法（松
岡修造）▶めんぼうズ（かねこ　まき）
※上記以外の新着図書については、問い合
わせてください。

いちょう号へのメッセージを募集します！
　33年間活躍した移動図書館「いちょう号」が、この春新しい車
両「ルリビタキ」へと交代します。いちょう号の思い出やメッセー
ジなどをお寄せください。いただいたメッセージは後日、中央図書
館と各分館で展示します。
応募期間・場所　
●移動図書館いちょう号…2月2日㈬～3月19日㈯
●レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館、佐野公民館 図
書室、長南公民館 図書室、北部公民館 図書室、日根野公民館 図書
室…2月15日㈫～3月19日㈯
問合先　レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館（☎469-
7130）

おはなし会
　絵本の読み聞かせや手遊びなどをします。
日時　1月19日㈬、2月2日㈬
　　　午前11時～11時30分
場所　レイクアルスタープラザ・カワサキ
中央図書館 2階視聴覚室
※申込不要、参加無料 

日曜・祝日おはなし会
　絵本の読み聞かせや紙芝居などを行います。
日時　1月30日㈰ 午後2時～3時（開場：午後1時45分）
場所　レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館 2階視聴覚室
定員　30人（先着順）
出演　クローバー
※申込不要、参加無料
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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください
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レイクアルスタープラザ・レイクアルスタープラザ・
カワサキ歴史館いずみさのカワサキ歴史館いずみさの
☎469-7140 Fax469-7141☎469-7140 Fax469-7141
休館日休館日　　月曜日、毎月最終木月曜日、毎月最終木
曜日（いずれも祝日の場合は曜日（いずれも祝日の場合は
開館し、その翌日が休館）開館し、その翌日が休館）
開館時間開館時間
午前9時～午後5時午前9時～午後5時
（入館は午後4時30分まで）（入館は午後4時30分まで）
入館料入館料　無料　無料

 日本遺産・中世日根荘を巡る㉚
～旅引付編（14）「七宝瀧寺」（後編）～

「日本遺産」に認定された「旅引付と二枚の絵図が伝
えるまち ―中世日根荘の風景―」のストーリーを構
成する泉佐野市の文化財等を紹介します。

問合先　文化財保護課

◀政基公旅引付
※旅引付の写真
は、歴史館いず
みさの所蔵の複
製を使用（原本
は宮内庁書陵部
所蔵）

　日根荘領主の九条政基が大木で滞在中の文亀2（1502）年11
月に、別当真福院真海から借りて書写した「七宝瀧寺縁起」が現
在宮内庁に残されており、七宝瀧寺の由緒を知ることができます。
これによれば、山中奥の瀧の岩上に不動明王が出現したのを見て
歓喜感涙した役行者が山頭の荒地を開いて一宇の草堂を建立、出
現の像を彫刻に仕上げ本尊とし、また、山中にある七つの瀧が「七
宝充満の智水（煩悩を洗い流すの意）」であることから、寺号を「七
宝瀧寺」としたことがわかります。
　政基の書いた日記『政基公旅引付』にも「七宝瀧寺」や子院（坊
院）である「阿弥陀坊」「西坊」「武蔵坊」の名前が書かれており、
文亀2年8月に和泉下守護の被官であった佐藤久信らの軍勢が上

之郷、日根野西方、土丸を攻撃した際に西坊に避難したことや、犬鳴山の寺僧が火走神社などで雨乞いをした
ことが書き残されています。七宝瀧寺は日根荘において重要な存在であったと同時に、現在も見られる滝に打
たれる修験者など、当時の日根荘の姿を今に伝える貴重な文化財となっています。

七宝瀧寺 清瀧堂と行者の瀧七宝瀧寺 清瀧堂と行者の瀧
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る
泉
佐
野
市
域

の
街
の
発
展
を
見
て
い
き
ま
す
。

　

昭
和
初
期
の
泉
佐
野
は
、
交
通
網

の
発
達
に
よ
り
商
工
業
の
形
態
や

街
の
様
相
が
変
化
し
は
じ
め
た
時

代
で
し
た
。
ま
ず
初
め
に
整
備
さ
れ

た
の
は
鉄
道
で
す
。
明
治
30
年
代
に

開
通
し
た
南
海
鉄
道
（
現
南
海
本

線
）
に
続
き
、昭
和
５
（
１
９
３
０
）

年
に
山
側
に
阪
和
電
気
鉄
道
（
現

JR
阪
和
線
）
が
開
通
し
ま
し
た
。

開
通
と
同
時
に
貨
物
取
扱
駅
で
あ

る
日
根
野
駅
・
長
滝
駅
の
２
駅
が
、

ま
た
昭
和
14
（
１
９
３
９
）
年
に

は
泉
ヶ
丘
駅
（
現
在
の
東
佐
野
駅
）

が
設
置
さ
れ
ま
す
。
阪
和
線
の
開

通
は
農
作
物
の
出
荷
の
便
を
向
上

さ
せ
、
駅
で
は
貨
物
列
車
に
タ
マ

ネ
ギ
を
積
み
込
む
光
景
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
こ
う
し
て
開
通
し
た
南

海
線
・
阪
和
線
は
、
と
も
に
戦
時

中
に
は
軍
事
物
資
を
輸
送
す
る
幹

線
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鉄
道
に
続
い
て
道
路
が
整
備
さ

れ
、
昭
和
17
（
１
９
４
２
）
年
に
旧

国
道
26
号
線
が
開
通
し
ま
し
た
。
当

線
は
幅
員
16
メ
ー
ト
ル
の
近
代
的
道

路
で
あ
り
直
線
コ
ー
ス
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
幅
員
が
狭
く
屈
曲
し
た
旧

国
道
（
孝
子
越
街
道
）
を
補
う
道
路

と
し
て
重
宝
さ
れ
大
型
車
両
が
行
き

交
い
ま
し
た
。
当
線
の
開
通
に
よ
り

佐
野
町
場
の
商
店
街
の
一
部
は
移
転

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
タ
オ

ル
な
ど
の
繊
維
製
品
の
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
商
工
業
に
お

け
る
利
便
性
が
向
上
し
ま
し
た
。

　

交
通
網
の
発
達
と
そ
れ
に
伴
う
産

業
の
発
展
は
、
本
市
の
都
市
的
発
展

を
促
し
、
泉
佐
野
に
暮
ら
す
人
々
の

生
活
に
も
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
と
り
わ
け
南
海
線
の
開
通

は
タ
オ
ル
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
繊

維
業
の
発
展
を
促
し
、
南
海
沿
線
に

は
工
場
が
多
数
設
立
さ
れ
工
場
労
働

者
の
人
口
が
増
加
し
ま
し
た
。
工
場

労
働
者
の
中
に
は
遠
方
か
ら
の
移
住

者
も
多
く
、
泉
佐
野
駅
周
辺
に
は
寮

が
散
在
し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
工

場
労
働
者
の
人
口
増
加
は
必
然
的
に

佐
野
町
場
の
商
業
に
も
影
響
を
及
ぼ

し
、
佐
野
町
場
は
劇
場
や
映
画
館
、

料
亭
や
喫
茶
店
な
ど
数
多
く
の
店
が

立
ち
並
ぶ
繁
華
街
と
し
て
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
当
時
の
商
店
街
は
「
夜
に

な
る
と
人
に
ぶ
つ
か
ら
な
い
で
歩
く

こ
と
が
難
し
い
く
ら
い
に
混
み
合
っ

た
」
と
い
い
、
そ
の
活
況
が
う
か
が

わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
昼
夜
問
わ
ず
賑
わ
い

を
み
せ
た
商
店
街
に
欠
か
せ
な
か
っ

た
の
が
街
灯
で
す
。
な
か
で
も
昭
和

５
（
１
９
３
０
）
年
に
駅
前
通
り
商

店
街
に
設
置
さ
れ
た
す
ず
ら
ん
灯
は

佐
野
町
場
が
一
つ
の
近
代
都
市
と
し

て
成
長
し
た
こ
と
を
象
徴
す
る
も
の

で
し
た
。
す
ず
ら
ん
灯
と
は
電
球
の

配
置
が
す
ず
ら
ん
に
似
て
い
る
こ
と

か
ら
命
名
さ
れ
た
街
灯
で
あ
り
、
そ

の
斬
新
な
形
状
か
ら
都
市
部
を
中
心

に
全
国
的
に
流
行
し
ま
し
た
。
す
ず

ら
ん
灯
の
灯
り
は
、
ま
さ
に
当
時
の

泉
佐
野
の
繁
栄
を
象
徴
す
る
灯
り
で

あ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。



報報情情てて育育子子
◆子育て支援課・健康推進課◆子育て支援課・健康推進課

（☎463-1212 Fax464-9314）（☎463-1212 Fax464-9314）
◆子どもフリーダイヤル（◆子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）0120-510-783）

一時的保育サービス
　保護者の断続的な就労や傷病などで、急に保育が必要になったときに、
一時的に子どもを保育します。
利用時間　午前8時30分～午後4時30分
利用料　●0～2歳児…1日3,000円　●3～5歳児…1日2,000円
場所・申込・問合先

園　名 住　 所 電話番号
すえひろこども園 東羽倉崎町9-14 466-0300
なかよしこども園 中庄831-5 464-5010
ルーテルこども園 湊3丁目13-11 463-1436
上之郷こども園 上之郷1651-1 467-0793
こども園杉の子 鶴原1757 464-0379
あおいこども園 長滝4067 464-3466
ひねのこども園 日根野7277 468-0345
清和こども園 高松東1丁目10-16 462-0972
下瓦屋こども園 上瓦屋610-1 463-3359
泉ヶ丘こども園 鶴原935-3 463-0041
こども園つばさ 笠松1丁目2-18 463-3713
ひかりこども園 南中樫井1065 465-1447
こだまこども園 羽倉崎4丁目2-32 464-2598
鶴原保育園 鶴原1033 463-0065

※人数に制限があり、利用できない場合があります。
　詳しくは、各園に問い合わせてください。

市こどもの居場所づくり事業
こども食堂

　みんなと一緒にご飯を食べた
り、宿題をしたり、安らぎを感じ
られるような子どもの居場所を提
供します。
　月に一度の「農 業体験」では、
土に触れ、食べ物を育て、採れた
作物の試食をするなどの体験がで
きます。ぜひ参加してください。
【うちカフェ】
日時　毎週月・水・金曜日
　　　午後3時～6時
【農業体験】
日時　1月15日㈯　午後2時～4時
内容　じゃがいもの植付け(予定)
持ち物　水筒、軍手、帽子、マスク

いずれも
場所　うちカフェ
　　　　　（市場東2丁目326-7）
申込・問合先　サードプレイス
（中村 ☎090-6238-2345 eメー
ル：info@the3rdplace.jp）へ

3回食の頃からの
離乳食講習会（予約制）

　新型コロナ感染症拡大のリスク
を減らすため、離乳食講習会の実
施形態を変更し、個別相談会とし
て開催します。保健師と栄養士に
相談できます。
日時　1月17日㈪ 午後1時～3時
※1人30分
場所　
次世代育成地域交流センター
内容　離乳食・育児についての相
談、赤ちゃんの計測など
定員　8組（先着順）
持ち物　母子健康手帳
申込・問合先　健康推進課

栄養相談（予約制）
　離乳食完了までの子どもの食事
について個別相談ができます。
日時　1月19日㈬
　　　午前9時30分～正午
※1人30分
場所　健診センター
対象
1歳6ヵ月までの子どもと保護者
定員　5組（先着順）
持ち物　母子健康手帳
申込・問合先　健康推進課 

毎月19日は「食育の日」
　減塩は生活習慣病の予防となり
ます。
　だし・スパイス・かんきつ類を
利用して、美味しく減塩しましょ
う。
問合先　健康推進課 

乳児の結核予防接種（BCG）
　乳児の結核を予防するために、
実施します。
日時　1月20日㈭
　　　午前9時30分～11時
場所　健診センター
対象　令和3年1月21日～8月21日
生まれの乳児
持ち物　予診票、BCG予防接種案
内用紙（郵送済）、母子健康手帳（忘
れると接種できません）
 問合先　健康推進課

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください
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泉
州
南
部
初
期
急
病
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
４
・
６
０
４
０
） 

診
療
科
目
：
小
児
科
・
内
科　
受
付
：
●
木
曜
日
（
小
児
科
の
み
）
…
午
後
７
時
30
分
〜
10
時
30
分 

●
土
曜
日
…
午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分 

●
日
曜
日
、
祝
・
休
日
…
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、
午
後
０
時
30
分
〜
４
時
30
分 



文
化
・
教
養

【受付時間】
●レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター、佐野・長南・日根野公民館
火～日曜日（祝・休日除く） 午前9時～午後5時
●いずみさの女性センター　火～土曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時15分
●北部市民交流センター本館、北部公民館　月～土曜日（祝・休日除く）午前9時～午後8時
●南部市民交流センター本館　月～金曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●南部市民交流センター青少年センター　月～金曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●レイクアルスタープラザ・カワサキ歴史館いずみさの
火～日曜日（毎月最終木曜日除く）午前9時～午後5時
●J:COM末広体育館（市民総合体育館）　
火～日曜日（祝日除く。日・月曜日が祝日の場合、火曜日は受付不可） 午前9時～午後5時15分

※祝日の開館状況は各施設に問い合わせてください。
　また、身体の障害などにより、配慮が必要な場合は申込時にお知らせください。

イベ
ント

イベ
ント

イン
フォ

イン
フォ

  メー
ショ
ン

  メー
ショ
ンイベ

ント
イベ
ント

イン
フォ

イン
フォ

  メー
ショ
ン

  メー
ショ
ンイベ

ント

イン
フォ

  メー
ショ
ン

福　

祉

健　

康

そ
の
他

歴　

史

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

☎
４
６
６・
１
６
４
１

Fax
４
６
６・
４
７
４
４

■
パ
パ
・
マ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ

「
身
近
に
あ
る
材
料
で
中
華
を
」

　
　

〜
旬
の
材
料
を
い
か
す
〜

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

日
時　

１
月
18
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

メ
ニ
ュ
ー　

巻
き
白
菜
の
蒸
し
も
の
、
里

芋
と
鶏
肉
の
炒
め
も
の
、
ア
サ
リ
と
ニ

ラ
の
ス
ー
プ
、
カ
ニ
カ
マ
と
き
ゅ
う
り

の
辛
子
酢
醤
油
和
え
、
バ
ナ
ナ
ケ
ー
キ

定
員　

8
人
（
先
着
順
）

講
師　

伊
崎
眞
弓
さ
ん
（
栄
養
士
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
２
枚
、
筆
記
用
具
、
持
ち

帰
り
用
容
器

申
込　

１
月
５
日
㈬ 

午
前
９
時
以
降

に
本
人
が
電
話
で
。
材
料
費
の
納
入
・

キ
ャ
ン
セ
ル
は
１
月
12
日
㈬
ま
で

■
か
ん
た
ん
手
づ
く
り
講
座

「
壁
掛
け
用
ひ
な
人
形
」

〜
自
分
で
作
る
、

気
軽
に
飾
れ
る
お
雛
様
〜

日
時　

１
月
28
日
㈮ 

午
後
１
時
〜
３
時

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

﨑
山
壽
美
子
さ
ん

材
料
費　

６
０
０
円

持
ち
物　

裁
縫
道
具
、
は
さ
み
、
手
芸

■
手
づ
く
り
お
菓
子
の
教
室

　
「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ブ
ラ
ウ
ニ
ー
」

　

胡
桃
も
入
れ
て
濃
厚
に
！
バ
レ
ン
タ

イ
ン
に
ぴ
っ
た
り
の
お
菓
子
で
す
。
他

に
も
う
一
品
作
り
ま
す
。

日
時　

２
月
７
日
㈪ 

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

木
村
明
美
さ
ん

材
料
費　

１
，
５
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
、
筆
記
用
具
、
持
ち
帰
り

用
容
器

申
込　

１
月
５
日
㈬ 

午
前
９
時
以
降

に
本
人
が
電
話
で
。
材
料
費
の
納
入
・

キ
ャ
ン
セ
ル
は
１
月
31
日
㈪
ま
で

用
ボ
ン
ド
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
筆
記

用
具

申
込　

１
月
５
日
㈬ 

午
前
９
時
以
降

に
本
人
が
電
話
で
。
材
料
費
の
納
入
・

キ
ャ
ン
セ
ル
は
１
月
21
日
㈮
ま
で
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佐
野
公
民
館☎

４
６
３・
６
１
８
１

Fax
４
６
９・
２
２
４
３

文
化
・
教
養

文
化
・
教
養

■
パ
ン
づ
く
り
教
室

〜
生
地
作
り
か
ら
始
め
る

「
こ
ぐ
ま
の
ち
ぎ
り
あ
ん
ぱ
ん
」
〜

　

他
に
お
楽
し
み
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
ま

す
。

日
時　

２
月
５
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

講
師　

下
方　

緑
さ
ん
（
生
涯
学
習
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
２
枚
、

三
角
巾
、
持
ち
帰
り
用
容
器
（
直
径
７

㎝
程
度
の
あ
ん
ぱ
ん
４
個
分
）、
フ
ェ

イ
ス
シ
ー
ル
ド

申
込　

１
月
12
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
１
月
27
日
㈭
ま
で

■
シ
ニ
ア
向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

体
験
教
室

　
「
ス
マ
ホ
に
興
味
は
あ
る
け
れ
ど
、

と
て
も
難
し
そ
う
」
と
思
っ
て
い
る
人

に
、
基
本
操
作
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検

索
、
メ
ー
ル
、
地
図
、
カ
メ
ラ
な
ど
の

日
常
生
活
に
役
立
つ
人
気
ア
プ
リ
を
体

験
し
ま
す
。A

ndroid O
S

の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
１
人
１
台
貸
出
し
ま
す
。

日
時　

１
月
28
日
㈮

●
午
前
10
時
〜
正
午

●
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

対
象　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
購
入
を
検

討
し
て
い
る
シ
ニ
ア
の
人

定
員　

各
12
人
（
先
着
順
）

■
ボ
ー
ル
ペ
ン
字
講
座

　
「
手
紙
、
葉
書
の
宛
名
書
き
」
を
美

文
字
に
書
く
コ
ツ
を
学
び
ま
す
。

日
時　

１
月
20
日
㈭ 

午
後
１
時
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

的
場
江
陽
さ
ん

資
料
代　

１
０
０
円

持
ち
物　

ボ
ー
ル
ペ
ン

申
込　

１
月
５
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
１
月
18
日
㈫

ま
で
。
材
料
費
の
納
入
は
１
月
20
日
㈭

ま
で

講
師　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
ド
バ
イ

ザ
ー

申
込　

１
月
６
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
１
月
25
日
㈫

ま
で

※
受
講
無
料



文
化
・
教
養

福　

祉

健　

康

そ
の
他

歴　

史

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

※各施設の受付時間は、23ページをご覧ください。

 

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９・
７
１
２
０

Fax
４
６
９・
７
１
２
１

■
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
子
育
て
編
）

〜
怒
っ
た
っ
て
い
い
ん
だ
よ
〜

　

日
々
の
子
育
て
に
生
か
せ
る
よ
う
に

即
実
践
で
き
る
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
お
伝
え
し
ま
す
。

開
催
日
・
内
容
（
全
３
回
）

●
２
月
３
日
㈭
・「
怒
り
は
何
の
た
め

に
あ
る
の
？
」

●
２
月
10
日
㈭
・「
怒
り
を
上
手
に
伝

え
よ
う
」

●
２
月
17
日
㈭
・「
子
ど
も
と
の
適
切

な
関
わ
り
方
と
叱
り
方
」

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

子
育
て
中
の
人

※
全
回
受
講
で
き
る
人
優
先

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

尾
﨑
沙
千
さ
ん
（〔
一
社
〕
日

本
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会 

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
）

資
料
代　

１
０
０
円

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
飲
料
水

申
込　

１
月
12
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

■
グ
ル
ー
デ
コ
体
験
講
座

〜
お
気
に
入
り
の

ペ
ン
ダ
ン
ト
ト
ッ
プ
を
作
ろ
う
！
〜

　

世
界
で
一
つ
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ペ

ン
ダ
ン
ト
ト
ッ
プ
を
作
り
ま
し
ょ
う
！

日
時　

１
月
28
日
㈮

●
午
後
１
時
〜
２
時
15
分

●
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
45
分

定
員　

各
８
人
（
先
着
順
）　

講
師　

谷
口
美
智
子
さ
ん
（
グ
ル
ー
デ

コ
協
会
認
定
講
師
）

材
料
費　

１
，
８
０
０
円
（
チ
ェ
ー
ン

代
含
む
）

※
土
台
と
チ

ェ
ー
ン
の
色

（
シ
ル
バ
ー

or
ゴ
ー
ル

ド
）、
大
き

な
モ
チ
ー
フ

（
ハ
ー
ト
or

花
）、
全
４

種
類
の
中
か
ら
お
好
き
な
も
の
を
選
ん

で
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

筆
記
用
具 

、
眼
鏡
（
必
要

な
人
）
、
持
ち
帰
り
用
容
器
（
ペ
ン
ダ

ン
ト
ト
ッ
プ
〔
縦
約
2.3
㎝
×
横
３
㎝
×

高
さ
約
0.8
㎝
〕
の
表
面
に
触
れ
ず
に
持

ち
帰
れ
る
も
の
）

申
込　

１
月
６
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

■
暮
ら
し
や
す
い
収
納
の
工
夫

〜
時
短
家
事
を
目
指
す
、

キ
ッ
チ
ン
と
リ
ビ
ン
グ
の
工
夫
〜

　

暮
ら
し
や
す
い
収
納
と
は
、
今
、
使

う
も
の
が
取
り
出
し
や
す
く
な
っ
て
い

る
状
態
の
こ
と
。当
た
り
前
の
よ
う
で
、

実
は
モ
ノ
が
整
理
で
き
て
い
な
く
て
使

い
づ
ら
い
収
納
に
な
っ
て
い
る
お
う
ち

が
多
い
で
す
。
そ
こ
で
、
一
度
お
う
ち

の
中
の
荷
物
を
見
直
し
て
、
ス
ッ
キ
リ

暮
ら
し
や
す
い
生
活
に
変
え
る
た
め
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時　

２
月
８
日
㈫ 

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

18
人
（
先
着
順
）

講
師　

北
林
敦
子
さ
ん

（m
y life * BO

X

主
宰
）

持
ち
物　

筆
記
用
具

申
込　

１
月
13
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
（
若
干
名
・

先
着
順
）
あ
り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

■
酵
素
ト
リ
ュ
フ
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
講
座

　

生
き
た
酵
素
は
代
謝
を
Ｕ
Ｐ
さ
せ
免

疫
力
を
高
め
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
ア
ン
チ
エ

イ
ジ
ン
グ
に
と
て
も
効
果
的
で
す
。
酵

素
た
っ
ぷ
り
ロ
ー
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
と
生

▲ハート

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
１
月
18
日
㈫
ま
で

※
一
時
保
育
（
若
干
名
・
先
着
順
）
あ

り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

▲花

の
ナ
ッ
ツ
類
と
デ
ー
ツ
を
使
っ
て
、
食

べ
れ
ば
食
べ
る
ほ
ど
身
体
の
中
か
ら
綺

麗
に
な
れ
る
酵
素
ス
イ
ー
ツ
を
作
り
ま

す
。
色
を
付
け
て
い
る
野
菜
パ
ウ
ダ
ー

は
国
産
野
菜
１
０
０
％
の
無
添
加
粉
末

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
試
食
せ
ず
に
全

て
持
ち
帰
り
ま
す
。

日
時　

２
月
10
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

Ｓ
ａ
ｙ
ｕ
ｍ
ｉ
さ
ん

（〔
一
社
〕酵
素
フ
ー
ド
協
会 

認
定
講
師
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス

ク
、
ふ
き
ん
２
枚
、
飲
料
水
、
筆
記
用

具
、
持
ち
帰
り
用
容
器
（
16
㎝
×
12
㎝

以
上
の
大
き
さ
）

申
込　

１
月
７
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
２
月
３
日
㈭
ま
で

※
一
時
保
育
（
若
干
名
・
先
着
順
）
あ

り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

■
お
洗
濯
講
座
（
衣
替
え
編
）

〜
次
シ
ー
ズ
ン
に
が
っ
か
り
し
な
い
衣
替

え
時
の
お
洗
濯
の
仕
方
＆
衣
類
の
片
付

け
方
の
ひ
と
手
間
を
お
教
え
し
ま
す
〜

　

い
つ
も
の
「
衣
替
え
」
ち
ゃ
ん
と
出

来
て
い
ま
す
か
？
片
付
け
る
前
の
衣
類

の
洗
濯
の
仕
方
や
衣
類
を
保
管
す
る
コ

ツ
な
ど
を
伝
授
し
ま
す
。

日
時　

２
月
18
日
㈮ 

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

松
林
真
奈
美
さ
ん
（
カ
ラ
ー
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
＆
繊
維
加
工
、
洗
浄
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
）

資
料
代　

１
０
０
円

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
シ
ー
ズ
ン
が
終

わ
っ
て
片
付
け
る
マ
フ
ラ
ー
や
セ
ー

タ
ー
、
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
な
ど
（
コ
ー
ト

不
可
）
を
１
枚
、
飲
料
水

申
込　

１
月
14
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
一
時
保
育
（
若
干
名
・
先
着
順
）
あ

り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

24広報いずみさの 令和4年1月号



文
化
・
教
養

 

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

 

中
央
図
書
館☎

４
６
９・
７
１
３
０

Fax
４
６
９・
７
１
３
１

■
カ
レ
ン
先
生
の
英
語
で
お
は
な
し
会

　

０
歳
か
ら
楽
し
め
る
英
語
の
お
は
な

し
会
で
す
。
絵
本
や
手
遊
び
を
通
じ
て

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
英
語
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
！ 　
　

日
時　

１
月
12
日
㈬

　
　
　

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

定
員　

10
組
（
先
着
順
）

講
師　

塩
田
カ
レ
ン
さ
ん
、
塩
田
和
明

さ
ん
（
カ
レ
ン
先
生
合
同
会
社
）

※
申
込
不
要
。
講
師
の
都
合
に
よ
り
日

本
語
の
お
は
な
し
会
を
行
な
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
土
曜
子
ど
も
シ
ア
タ
ー

「
日
本
の
昔
ば
な
し
―
天
狗
の
隠
れ
み

の 

ほ
か
」

日
時　

１
月
８
日
㈯ 

午
後
２
時
〜

（
開
場
：
午
後
１
時
45
分
）

上
映
時
間　

69
分

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料
。
毎
月
第
２

土
曜
日
に
子
ど
も
向
け
「
映
画
会
」
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

※各施設の受付時間は、23ページをご覧ください。

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

■
ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
で
オ
シ
ャ
レ
な

バ
ッ
グ
作
り

　

針
や
糸
を
使
わ
ず
に
、
環
境
に
や
さ

し
い
リ
サ
イ
ク
ル
素
材
の
ク
ラ
フ
ト
バ

ン
ド
で
作
り
ま
す
。

日
時　

１
月
29
日
㈯
、
２
月
５
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
（
全
２
回
）

対
象　

16
歳
以
上

長
南
公
民
館

☎
４
６
５
・
０
７
８
６

Fax
４
６
５
・
１
１
０
３

■
ア
ロ
マ
で
暮
ら
し
を
華
や
か
に　

〜
オ
リ
ジ
ナ
ル

ア
ロ
マ
ワ
ッ
ク
ス
バ
ー
作
り
〜

　
「
火
を
使
わ
な
い
キ
ャ
ン
ド
ル
」
と

言
わ
れ
、
ほ
ん
の
り
と
良
い
香
り
が
楽

し
め
ま
す
。
イ
ン
テ
リ
ア
に
最
適
で
、

消
臭
、
殺
菌
、
空
気
清
浄
効
果
も
期
待

で
き
ま
す
。

日
時　

１
月
28
日
㈮ 

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

石
崎
よ
し
み
さ
ん
（A

EA
J

認

定
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
・
ア
ロ
マ
テ
ラ

ピ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

申
込　

１
月
６
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
１
月

21
日
㈮
ま

で

■
発
酵
食
料
理
講
座　

〜
春
恋
・

バ
レ
ン
タ
イ
ン
醸
し
プ
レ
ー
ト
〜

日
時　

１
月
22
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

メ
ニ
ュ
ー　

ハ
ー
ト
の
糀
チ
キ
ン
ハ
ン

バ
ー
グ
、
黒
米
ハ
ー
ト
ラ
イ
ス
、
カ
リ

フ
ラ
ワ
ー
の
塩
麴
サ
ラ
ダ
、
青
菜
の
潤

い
味
噌
和
え
、
魚
介
の
恋
味
ス
ー
プ

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

講
師　

大
嶋　

桂
さ
ん
（
い
な
ほ
醸
し

人
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
、
マ
ス
ク

申
込　

１
月
５
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
１
月
15
日
㈯
ま
で

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

相
川
令
子
さ
ん
（〔
一
社
〕
日

本
紙
バ
ン
ド
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ
協
会 

講
師
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

は
さ
み
、
木
工
用
ボ
ン
ド
、

目
打
ち
ま
た
は
マ
イ
ナ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
、

30
㎝
も
の
さ
し
、
メ
ジ
ャ
ー
、
洗
濯
ば

さ
み
20
個
、
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

申
込　

１
月
５
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
１
月
18
日
㈫
ま
で

福　

祉

健　

康

そ
の
他

歴　

史

広報いずみさの 令和4年1月号25

■
八
種
の
ス
パ
イ
ス
を
ブ
レ
ン
ド
し

て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
カ
レ
ー
ス
パ
イ
ス

を
作
ろ
う
！

　

長
年
に
わ
た
り
研
究
し
、
ス
パ
イ
ス

を
知
り
つ
く
し
た
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
ノ

ウ
ハ
ウ
を
伝
授
し
ま
す
。
自
分
で
ブ
レ

ン
ド
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
パ
イ
ス
を
持

ち
帰
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ス
パ
イ
ス

を
使
っ
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
カ
レ
ー
の
試
食

も
あ
り
ま
す
。

日
時　

１
月
31
日
㈪

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

島
岡
祐
輔
さ
ん
（
キ
ャ
ニ
オ
ン

ス
パ
イ
ス
営
業
担
当
）

受
講
料　

５
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
ふ
き
ん
、
エ
プ
ロ

北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館
・

北
部
公
民
館

☎
４
６
４・
５
７
２
５

Fax
４
６
９・
２
２
８
４

■
七
宝
巻
き
寿
司

〜
今
年
の
節
分
は
デ
コ
巻
き
寿
司
で

福
を
呼
び
込
も
う
！
〜

　

テ
ー
ブ
ル
を
華
や
か
に
彩
り
、
お
も

て
な
し
や
お
弁
当
に
も
喜
ば
れ
る
デ
コ

巻
き
ず
し
を
学
び
福
を
呼
び
込
み
ま

し
ょ
う
！

日
時　

１
月
28
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

講
師　

う
ず　

ま
き
こ
さ
ん(

デ
コ
巻

き
寿
司
マ
イ
ス
タ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
）

受
講
料　

１
，
５
０
０
円(

材
料
費
含
む)

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
タ
オ
ル
、
ふ
き
ん
、
ラ
ッ
プ
、
持

ち
帰
り
用
袋 

、
筆
記
用
具
、
手
袋(

必

要
な
人)

申
込　

１
月
７
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
の
仮
申
し
込
み
可
。
キ
ャ
ン
セ

ル
は
１
月

20
日
㈭
ま

で

ン
、
マ
ス
ク
、
筆
記
用
具
、
持
ち
帰
り

用
袋

申
込　

１
月
７
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
の
仮
申
し
込
み
可
。
受
講
料
の

納
入
・
キ
ャ
ン
セ
ル
は
１
月
25
日
㈫
ま

で



文
化
・
教
養

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

各
種
文
化
・
教
養

■
癒
さ
れ
w
e
e
k

時
間　
　
　
　
　
　
　

①
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

②
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

定
員　

各
12
人
（
先
着
順
）

講
師　

太
田
知
佳
子
さ
ん

（
ア
ト
リ
エ
フ
ル
ー
ル
）

受
講
料　

①
②
各
２
，５
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

開
催
日

（
１
月
）

講 

座 

名 

①
15
日
㈯
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム

②
18
日
㈫
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

■
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
応
援

シ
リ
ー
ズ
（
印
象
ア
ッ
プ
接
遇
編
）

「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
」

〜
面
接
だ
っ
て
困
ら
な
い
！

仕
事
が
で
き
る
人
に
な
る
！
〜

　

出
会
っ
た
人
の
第
一
印
象
を
左
右
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
。
マ
ナ
ー
を
身
に

つ
け
る
と
振
る
舞
い
に
「
自
信
」
が
つ

く
だ
け
で
は
な
く
、「
仕
事
の
武
器
」

に
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
の
基
本
の
「
キ
」
を
紹
介
し
、

マ
ナ
ー
の
型
だ
け
で
は
な
く
そ
れ
ら
の

意
味
と
な
ぜ
必
要
な
の
か
に
つ
い
て
も

理
解
を
深
め
た
う
え
で
、
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
ン
グ
・
実
践
形
式
で
身
に
つ
け
ま
す
。

日
時　

１
月
22
日
㈯
・
29
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午
（
全
２
回
）

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

女
性

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

内
野
し
の
ぶ
さ
ん

（Sm
ile Stage

代
表
）

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
マ
ス
ク

申
込
・
問
合
先　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
い
ず

み
さ
の
女
性
セ
ン
タ
ー
（
☎
・
Fax
４
６

９・７
１
２
５
）
へ

※
受
講
無
料

※各施設の受付時間は、23ページをご覧ください。

健　

康

健　

康

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

日
根
野
公
民
館☎

４
５
０・
３
９
０
０

Fax
４
６
８・
０
０
１
１

■
ゴ
ス
ペ
ル
と

BIG
 M
A
M
A

と
呼
ば
れ
た
女
た
ち

　

ア
メ
リ
カ
の
黒
人
公
民
権
運
動
で
縁

の
下
の
力
と
な
っ
て
い
た
「
強
い
女
た

ち
＝BIG

 M
A
M
A

」
を
ゴ
ス
ペ
ル
音

楽
と
と
も
に
お
伝
え
し
ま
す
。

日
時　

１
月
29
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象　

中
学
生
以
上

定
員　

30
人
（
先
着
順
） 

講
師　

H
anna Bunya

さ
ん
（
ゴ
ス

ペ
ル
シ
ン
ガ
ー
）

申
込　

１
月
７
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料

■
友
禅
染
（
型
友
禅
）
体
験
講
座

　

お
気
に
入
り
の
型
紙
を
選
ん
で
も
ら

い
、
T
シ
ャ
ツ
や
か
ば
ん
、
洋
服
な
ど

に
友
禅
染
の
う
ち
、
型
友
禅
染
を
体
験

し
ま
す
。

日
時　

２
月
18
日
㈮ 

午
後
１
時
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

菊　

桂
子
さ
ん
（
新
日
本
和
装

協
会
認
定
・
手
描
き
友
禅
講
師
）

材
料
費　

５
０
０
円

持
ち
物　

染
め
た
い
物
（
T
シ
ャ
ツ
や

か
ば
ん
、
洋
服
な
ど
）、
筆
記
用
具
、

飲
料
水

申
込　

１
月
18
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
２
月
10
日
㈭
ま
で

■
色
福

　

色
の
力
で
幸
福
に
！
何
げ
な
い
毎
日

の
衣
食
住
に
色
を
取
り
入
れ
心
も
身
体

も
元
気
に
な
ろ
う
！

日
時　

２
月
４
日
㈮ 

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

道
井
依
里
さ
ん
（
ト
ー
タ
ル
カ

ラ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

資
料
代　

２
０
０
円

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
飲
料
水

申
込　

１
月
12
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

持
ち
物　

は
さ
み
、
持
ち
帰
り
用
袋

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

開
催
日
の
3

日
前
ま
で
に
（
一
財
）
泉
佐
野
み
ど
り

推
進
機
構
り
ん
く
う
中
央
公
園
（
☎
４

６
９
・
３
３
３
２
）
へ

い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン
タ
ー

☎
Fax
４
６
９・
７
１
２
５

■
楽
し
く
カ
ラ
ダ
を
動
か
そ
う
！

〜
気
分
も
ス
ッ
キ
リ
、

ス
ト
レ
ス
解
消
！
〜

　

無
理
な
く
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
ス
ト

レ
ッ
チ
運
動
や
曲
に
合
わ
せ
て
簡
単
な

有
酸
素
運
動
を
し
ま
す
。
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

日
時　

１
月
25
日
㈫ 

午
後
１
時
〜
３
時

■
男
性
向
け
ヨ
ガ
教
室 Part2

メ
ン
ズ
ヨ
ガ
（
初
級
編
）

〜
カ
ラ
ダ
と
コ
コ
ロ
を

癒
し
ま
し
ょ
う
！
〜

　

全
く
初
め
て
の
人
、
身
体
が
硬
い
人

で
も
大
丈
夫
で
す
！
整
体
ヨ
ガ
で
骨
盤

や
背
骨
を
正
し
い
位
置
に
も
ど
し
て
身

体
の
歪
み
を
整
え
、
カ
ラ
ダ
も
コ
コ
ロ

も
癒
さ
れ
ま
せ
ん
か
。
日
頃
の
運
動
不

足
も
簡
単
に
解
消
で
き
ま
す
。

日
時　

２
月
10
日
㈭
・
24
日
㈭

         

午
前
10
時
〜
正
午
（
全
２
回
）

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

男
性

定
員　

６
人
（
先
着
順
）

講
師　

丸
橋
温
恵
さ
ん
（
日
本
総
合
ヨ

ガ
普
及
協
会 

指
導
師
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
、飲
料
水
、ヨ
ガ
マ
ッ

ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル

※
服
装
は
運
動
の
で
き
る
も
の
で

申
込　

１
月
７
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

吉
田
厚
子
さ
ん
（
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
、飲
料
水
、ヨ
ガ
マ
ッ

ト
ま
た
は
大
き
目
の
バ
ス
タ
オ
ル

※
服
装
は
動
き
や
す
い
も
の
で

申
込　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料

■
陶
芸
で

お
ひ
な
さ
ま
の
飾
り
を
作
ろ
う
！

　

お
皿
、
お
椀
な
ど
も
作
れ
ま
す
。

日
時　

１
月
22
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

ら
い
ふ
ら
い
ん
ぷ
ら
ざ 

い
ず

み
さ
の
２
階

対
象　

小
・
中
学
生
と
保
護
者

※
子
ど
も
の
み
の
参
加
可
。
大
人
の
み

参
加
不
可
。
見
学
も
で
き
ま
せ
ん
。

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

岩
橋
徳
治
さ
ん

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

申
込　

１
月
14
日
㈮
以
降
に
電
話
で
申

込
専
用
番
号
（
☎
４
４
９
・
４
７
６
０
）

へ
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ
ル
は

１
月
20
日
㈭
ま
で

問
合
先　

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
青

少
年
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
６・
１
７
４
５

Fax
４
６
６
・
１
７
７
９)

福　

祉

健　

康

そ
の
他

歴　

史

26広報いずみさの 令和4年1月号



イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

※各施設の受付時間は、23ページをご覧ください。

文
化
・
教
養

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
寿
命
を
延
ば

し
ま
し
ょ
う
！

日
時　

１
月
24
日
㈪

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

※
雨
天
中
止

集
合
場
所　

檀
波
羅
公
園
（「
松
風
台

西
」
交
差
点
西
側
）
内
の
広
場

コ
ー
ス　

大
細
利
池
周
回
コ
ー
ス

対
象　

医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
市
民

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水

※
服
装
・
靴
は
運
動
の
で
き
る
も
の
で

協
力　

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
推
進
員

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

健
康
推
進
課

☎
４
６
３・
１
２
１
２

Fax
４
６
４・
９
３
１
４

■
ミ
ニ
健
康
フ
ェ
ス
タ

「
免
疫
力
ア
ッ
プ
！

の
秘
訣
を
見
つ
け
よ
う
」

〜
血
管
か
ら
わ
か
る
体
の
本
音
〜

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

気
軽
に
参
加
し
て
、
今
年
の
健
康
づ

く
り
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
教
室
（
予
約
制
）

　

赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
家
族
の
た
め

に
、
助
産
師
に
よ
る
話
や
赤
ち
ゃ
ん
の

お
風
呂
の
入
れ
方
の
実
習
を
し
ま
す
。

日
時　

２
月
20
日
㈰ 

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

（
受
付
：
午
後
０
時
45
分
〜
）

場
所　

健
診
セ
ン
タ
ー

定
員　

８
組
（
先
着
順
）

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
飲
料
水
、

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

申
込　

２
月
18
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
健

康
推
進
課
へ　

※
受
講
無
料

健　

康
（
つ
づ
き
）

健　

康
（
つ
づ
き
）

各
種
健
康

■
地
域
健
康
教
室

〜
い
つ
ま
で
も
若
く

健
康
で
い
る
た
め
に
！
〜

「
65
歳
か
ら
の
マ
ル
得
健
康
法
！
若
さ

を
保
つ
秘
訣
を
お
伝
え
し
ま
す
！
」

　

泉
佐
野
浴
場
組
合
の
協
力
に
よ
り
、

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
の
話
な
ど
、
１

回
30
分
程
度
の
地
域
健
康
教
室
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

教
室
終
了
後
に
は
無
料
で
入
浴
も
で

き
ま
す
。（
入
浴
は
任
意
で
す
）。
ぜ
ひ
、

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

開
催
日
・
場
所
・
定
員
（
先
着
順
）

●
１
月
13
日
㈭ 

午
後
２
時
10
分
〜
・

な
ご
み
湯
（
笠
松
１
丁
目
３
番
23
号
）・

20
人　

●
１
月
20
日
㈭ 

午
後
２
時
30
分
〜
・

羽
倉
崎
温
泉
（
東
羽
倉
崎
町
６
番
10

号
）・
20
人

※
各
10
分
前
よ
り
受
付

テ
ー
マ　

健
康
増
進
の
た
め
の
食
事

「
野
菜
い
っ
ぱ
い
簡
単
調
理
法
」健
康
長

寿
食
を
紹
介
し
ま
す
！

対
象　

65
歳
以
上
の
市
内
在
住
者
と
家

族問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

日
時　

２
月
３
日
㈭

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

場
所　

市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

内
容

●
血
管
年
齢
測
定
（
先
着
50
人
・
申
込

不
要
）

●
管
理
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士
、
保
健

師
、
看
護
師
に
よ
る
健
康
相
談

●
健
康
づ
く
り
お
役
立
ち
情
報
展
示

●
健
康
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
紹
介

※
参
加
無
料
。
先
着
順
で
粗
品
進
呈

■
健
康
サ
ポ
ー
ト
教
室

「
ザ
・
体
幹
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

体
の
幹
と
な
る
お
腹
・
背
中
・
脇
腹

の
筋
肉
を
鍛
え
て
若
返
り
し
ま
せ
ん

か
？
筋
力
は
い
く
つ
か
ら
で
も
つ
け
ら

れ
ま
す
。

日
時　

１
月
24
日
㈪ 

午
前
10
時
〜
11
時

対
象　

お
お
む
ね
50
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

堀
田
笑
子
さ
ん

持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
タ
オ
ル
、
飲

料
水

※
服
装
・
靴
は
動
き
や
す
い
も
の
で

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

１
月
５
日
㈬

午
前
９
時
以
降
に
本
人
が
電
話
で
南
部

■
（
一
社
）
ら
ふ
主
催　

市
民
講
座

　

最
近
の
乳
が
ん
治
療
＆
遺
伝
性
乳
が

ん
卵
巣
が
ん
症
候
群
に
つ
い
て
の
ざ
っ

く
ば
ら
ん
な
お
話
で
す
。

■
お
や
こ
ヨ
ガ

　

パ
パ
・
マ
マ
と
お
子
さ
ん
の
健
康
づ

く
り
に
！
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
に
ヨ
ガ
を
取

り
入
れ
て
、
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

＆
リ
ラ
ッ
ク
ス
！

開
催
日　

１
月
26
日
㈬

内
容
・
時
間
・
対
象

●
な
で
な
で
ヨ
ー
ガ
・
午
前
10
時
〜
10

時
45
分
・
生
後
５
、
６
ヵ
月
の
お
す
わ

り
期
〜
は
い
は
い
期
の
乳
児
と
保
護
者

●
ま
ね
ま
ね
ヨ
ー
ガ
・
午
前
11
時
15
分

〜
正
午
・
よ
ち
よ
ち
期
〜
２
歳
の
乳
幼

児
と
保
護
者

定
員　

各
６
組
（
先
着
順
）

講
師　

井
上
照
子
さ
ん
（
こ
ど
も
ヨ
ー

ガ
准
専
門
士
）

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
料
水

※
服
装
は
動
き
や
す
い
も
の
で

場
所
・
申
込
・
問
合
先

１
月
12
日
㈬ 

午
前
９
時
30
分
以
降

に
電
話
で
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ

ザ
・
カ
ワ
サ
キ
中
央
図
書
館
（
☎

４
６
９
・
７
１
３
０
）
へ

※
参
加
無
料

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
本
館
（
☎
４
６
６
・

１
６
４
１ 

Fax
４
６
６
・
４
７
４
４
）
へ

※
受
講
無
料

日
時　

１
月
22
日
㈯ 

午
後
１
時
〜
３
時

（
受
付
：
午
後
０
時
30
分
〜
）

※
午
前
11
時
〜 

ウ
ィ
ッ
グ
・
乳
が
ん
用

下
着
の
展
示
・
相
談
ブ
ー
ス
オ
ー
プ
ン

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

講
師　

位
藤
俊
一
さ
ん
（
近
畿
大
学
医

学
部 

乳
腺
内
分
泌
外
科 

准
教
授
）

申
込
・
問
合
先　

電
話
、
e
メ
ー
ル
で

（
一
社
）
ら
ふ
（
☎
４
６
８
・
８
３
９
５ 

e
メ
ー
ル
：info@

laugh-sensyu.
org

）
へ

※
受
講
無
料

福　

祉

健　

康

そ
の
他

歴　

史
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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

福　

祉

福　

祉

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

つ
く
し
ん
ぼ

☎
４
６
９・
０
６
６
０

Fax
４
６
９・
０
６
７
０

※各施設の受付時間は、23ページをご覧ください。

■
あ
そ
び
の
広
場

〜
節
分
ご
っ
こ
〜

日
時　

２
月
４
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
15
分

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

定
員　

15
組
（
先
着
順
）

申
込　

前
日
ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
に
直
接
ま
た
は
電
話
で

※
受
講
無
料

■
プ
レ
お
ひ
さ
ま
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ

　

親
子
で
い
ろ
ん
な
遊
び
を
し
て
交
流

し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

２
月
22
日
㈫ 

午
前
10
時
〜
11
時

場
所

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し
ん
ぼ

対
象　

お
ひ
さ
ま
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
て

い
な
い
２
歳
〜
就
学
前
の
親
子

定
員　

16
組
（
先
着
順
）

申
込　

前
日
ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
に
直
接
ま
た
は
電
話
で

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

子
ど
も
の
発
達
や
遊
び
、
子
ど
も
と

の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
の
講
座
を
受
講

後
、
つ
く
し
ん
ぼ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
ス
タ
ッ
フ
と

一
緒
に
遊
び
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
だ

き
ま
す
。

日
時　

１
月
13
日
㈭ 
午
前
10
時
〜
11
時

場
所

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

ん
ぼ
職
員

申
込　

１
月
11
日
㈫
ま
で
に
直
接
ま
た

は
電
話
で

※
受
講
無
料

文
化
・
教
養

健　

康
（
つ
づ
き
）

健　

康
（
つ
づ
き
）

■
デ
ト
ッ
ク
ス
ヨ
ガ

日
時　

１
月
30
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

新
谷
友
子
さ
ん

（
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
大
き
め

の
バ
ス
タ
オ
ル
、
タ
オ
ル
、
飲
料
水
、

マ
ス
ク
、
ひ
ざ
掛
け

※
服
装
は
動
き
や
す
い
も
の
で

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

１
月
６
日
㈭

以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
長
南
公
民
館

（
☎
４
６
５
・
０
７
８
６ 

Fax
４
６
５
・
１

１
０
３
）
へ
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
１
月
25

■
生
活
習
慣
病
と
そ
の
予
防

〜
ロ
コ
モ
と
骨
粗
鬆
症
と

寝
た
き
り
予
防
〜

　

健
康
を
守
る
生
活
習
慣
づ
く
り
の
大

切
さ
を
も
う
一
度
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

骨
密
度
測
定
も
実
施
し
ま
す
。

日
時　

２
月
１
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

戸
川
真
早
美
さ
ん
（
近
畿
中
央

ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱
）

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

１
月
７
日
㈮

以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
佐
野
公
民
館

（
☎
４
６
３・６
１
８
１ 
Fax
４
６
９・
２
２

４
３)

へ
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
１
月
27
日

㈭
ま
で

※
受
講
無
料

■
温
水
プ
ー
ル
体
験
教
室

「
水
中
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

泳
げ
な
い
人
や
、
泳
ぎ
に
自
信
が
な

い
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

コ
ー
ス
・
開
催
日
（
各
全
６
回
）

●
木
曜
コ
ー
ス
・２

月
3
日
〜
３
月
10
日

●
金
曜
コ
ー
ス
・２

月
4
日
〜
３
月
11
日

時
間　

午
前
11
時
〜
正
午

※
集
合
時
間
は
午
前
10
時
30
分

場
所　

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

■
つ
く
し
ん
ぼ
子
育
て
講
座

「
卒
乳
・
断
乳
・
授
乳
の
悩
み
」

　

卒
乳
・
断
乳
っ
て
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
？
な
ど
、
母
乳
で
の
子
育
て
で
困
っ

て
い
る
人
、
悩
ん
で
い
る
人
、
こ
の
機

会
に
お
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

２
月
８
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
15
分

場
所

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し
ん
ぼ

定
員　

７
組
（
先
着
順
）

講
師　

北　

美
智
代
さ
ん

（
き
た
助
産
所 

助
産
師
）

申
込　

１
月
11
日
㈫
ま
で
に
直
接
ま
た

は
電
話
で

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
は
あ
り
ま
せ

ん
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
受
講
し
て
く

だ
さ
い
。

■
つ
く
し
ん
ぼ
子
育
て
講
座

「
罰
、
指
示
、
命
令
、
ご
褒
美
に

頼
ら
な
い
子
育
て
」

　

就
学
前
に
、
ど
ん
な
こ
と
が
大
切
か

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

２
月
３
日
㈭ 

午
前
10
時
〜
11
時

場
所

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し
ん
ぼ

定
員　

７
組
（
先
着
順
）

講
師　

地
頭
所
孝
子
さ
ん

（
育
ち
あ
い
研
究
所 

所
長
）

申
込　

１
月
４
日
㈫
以
降
の
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
に
直
接
ま
た
は
電
話
で

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
は
あ
り
ま
せ

ん
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
受
講
し
て
く

だ
さ
い
。

対
象　

健
康
維
持
や
生
活
習
慣
病
予
防

な
ど
を
目
的
と
し
た
水
中
運
動
が
可
能

な
市
内
在
住
者

定
員　

各
20
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

１
回
６
２
０
円

（
60
歳
以
上
は
３
１
０
円
）

申
込
・
問
合
先　

１
月
７
日
㈮
〜
21
日

㈮
に
本
人
が
国
保
年
金
課
ま
た
は
健
康

増
進
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
９
・
１
０
０

０
）
へ

■
「
ひ
ざ
の
痛
み
予
防
」
講
座

　

簡
単
セ
ル
フ
ケ
ア
で
、
ひ
ざ
の
痛
み

を
予
防
・
改
善
！
今
日
か
ら
で
き
る
体

操
も
ご
紹
介
し
ま
す
。

日
時　

１
月
28
日
㈮ 

　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

立
花　

翔
さ
ん
（
佐
野
記
念
病

院 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部 

理
学
療

法
士
）

持
ち
物　

筆
記
用
具

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

１
月
６
日
㈭

以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
日
根
野
公
民

館
（
☎
４
５
０・３
９
０
０ 

Fax
４
６
８
・

０
０
１
１
）
へ

※
受
講
無
料

日
㈫
ま
で　

※
受
講
無
料

福　

祉

健　

康

そ
の
他

歴　

史
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文
化
・
教
養

各
種
福
祉

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

福　

祉
（
つ
づ
き
）

福　

祉
（
つ
づ
き
）

■
「
ロ
コ
ト
レ
教
室
」
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

〜
泉
佐
野
市
通
所
型
短
期
集
中
予
防

サ
ー
ビ
ス
（
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
Ｃ
）
〜

　
「
ロ
コ
ト
レ
教
室
」
は
筋
力
低
下
な

ど
が
原
因
に
あ
る
日
常
生
活
で
の
困
り

ご
と
を
、
理
学
療
法
士
に
よ
る
短
期
間

（
３
〜
６
ヵ
月
）
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ

っ
て
解
決
し
、
自
立
し
た
生
活
を
送
る

た
め
の
教
室
で
す
。

　

卒
業
後
は
地
域
の
活
動
な
ど
を
紹
介

し
、
運
動
を
継
続
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

（
例
）
参
加
者
Ａ
さ
ん
…
足
を
骨
折
し

た
後
、
体
力
が
落
ち
て
ロ
コ
ト
レ
教
室

に
参
加
し
ま
し
た
。
教
室
卒
業
後
は
自

転
車
に
も
乗
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
は
地
域
の
体
操
教
室
に
参
加
し

て
運
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
要
支

援
１
、
要
支
援
２
、
事
業
対
象
者
の
人

申
込　

担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
通
じ

て
、
近
く
の
地
域
型
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ

問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課

■
介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

自
ら
の
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
を

行
い
な
が
ら
、
地
域
社
会
で
活
動
す
る

方
法
を
学
び
ま
せ
ん
か
？

　

講
座
を
受
講
し
た
人
は
、
介
護
支
援

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
市
内
の
介
護
施

設
な
ど
で
話
や
趣
味
の
相
手
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
・
行
事
の
手
伝
い
な
ど
の

活
動
を
行
い
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
活
動
に
は
「
さ
の
ぽ
」
ポ
イ
ン

ト
が
受
け
取
れ
ま
す
。
１
回
１
０
０
ポ

イ
ン
ト
（
１
０
０
円
）
が
付
与
さ
れ
ま

す
。

※
１
年
間
で
上
限
５
，
０
０
０
ポ
イ
ン

ト日
時　

１
月
26
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い

て対
象　

介
護
保
険
の
事
業
対
象
者
・
要

介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
な
い

65
歳
以
上
の
市
民

申
込
・
問
合
先　

１
月
24
日
㈪
ま
で
に

基
幹
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
い
ず
み
さ
の

（
☎
４
６
４・
２
９
７
７ 

Fax
４
６
２・５
４

０
０
）
へ

■
わ
た
ぼ
う
し
子
育
て
講
座

「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」

　

子
ど
も
に
人
気
の
絵
本
の
数
々
を
紹

介
す
る
中
で
、
お
気
に
入
り
の
１
冊
に

出
会
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　

日
時　

２
月
22
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
15
分

定
員　

８
組
（
先
着
順
）

講
師　

ル
ピ
ナ
ス
（
お
は
な
し
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
）

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

１
月
24
日
㈪

以
降
の
月
・
火
・
木
・
金
曜
日
の
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
に
直
接
ま
た
は
電
話

で
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
分
館
わ
た
ぼ

う
し
（
☎
・
Fax
４
４
７
・
６
２
２
３
）

へ※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
は
あ
り
ま
せ

ん
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

■
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
事
業

「
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」

日
時　

２
月
８
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
（
開
場
：
１
時
15
分
）

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容

●
防
災
講
習
会　
　

「
災
害
に
対
す
る
家
庭
で
の
備
え
」
こ

れ
だ
け
は
準
備
し
て
お
こ
う
！（
45
分
）

　

台
風
な
ど
の
災
害
に
対
し
手
軽
に
揃

え
ら
れ
る
防
災
グ
ッ
ズ
の
紹
介
な
ど

●
基
幹
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」
こ
と
を
実
現

■
認
知
症
カ
フ
ェ

【
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ 

つ
む
ぐ
】

　

地
域
の
集
い
・
ふ
れ
あ
い
の
場
所
で

す
。
介
護
・
終
活
相
談
も
で
き
ま
す
。

日
時　

１
月
９
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

内
容　

本
格
カ
フ
ェ
、健
康
体
操

場
所
・
問
合
先　

オ
レ
ン
ジ
ホ
ー
ル

（
羽
倉
崎
３
丁
目
10
番
32
号 

☎
４
７
７

・
８
０
５
９
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
。
ド
リ
ン
ク

４
０
０
円
、モ
ー
ニ
ン
グ
４
５
０
円
を

提
供
し
ま
す
。車
椅
子
可

【
よ
り
み
ち
カ
フ
ェ
】

　

認
知
症
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
誰

も
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
で

す
。
ほ
っ
と
一
息
し
な
が
ら
、
ま
ず
は

気
軽
に
お
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
介
護

や
健
康
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
が
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時　

１
月
20
日
㈭ 

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

コ
ー
プ
泉
佐
野
店
２
階
集
会
所　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
先　

家
治
（
☎
０
９
０
・
３
８
７

３
・
１
７
６
９
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無

料
。
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶

な
ど
を
１
０
０
円
で
提

供
し
ま
す
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
人
は

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
26
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
先　

泉
佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
４・

２
２
５
９
）

※
申
込
不
要
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
開
館
時
間
は
平
日
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
で
す
。
初
め
て
の
人
は
事
前

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

す
る
た
め
に 

〜
私
の
生
き
方
ノ
ー
ト

に
つ
い
て
〜
（
25
分
）

　

元
気
な
う
ち
か
ら
自
ら
が
希
望
す
る

医
療
や
介
護
に
つ
い
て
考
え
、
身
近
な

人
と
話
し
合
う
た
め
に
。

対
象　

60
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

主
催　

泉
佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

申
込
・
問
合
先　

１
月
11
日
㈫ 

午
前

９
時
以
降
に
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎

４
６
４
・
２
５
６
３
）
へ

※
参
加
無
料
。
防
災
ミ
ニ
グ
ッ
ズ
の
無

料
配
布
あ
り
。
中
止
の
場
合
あ
り
、
泉

佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

福　

祉

健　

康

そ
の
他

歴　

史

広報いずみさの 令和4年1月号29



文
化
・
教
養

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

歴　

史

歴　

史

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

歴
史
館
い
ず
み
さ
の

☎
４
６
９
・
７
１
４
０

Fax
４
６
９
・
７
１
４
１

■
歴
史
館 

昭
和
歌
謡
祭

　

特
別
展
示
室
内
で
昭
和
の
レ
コ
ー
ド

を
再
生
し
ま
す
。

開
催
日　

１
月
16
日
㈰
・
26
日
㈬
、
２

月
３
日
㈭

時
間

●
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
午
後
３
時
〜
３
時
30
分

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
歴
史
学
講
座
文
化
史
編

「
貴
族
社
会
と
文
化
・
信
仰
」

第
６
回
「
雨
乞
信
仰
と
宗
教
者
①
」

　

現
在
と
違
い
、
水
の
確
保
が
容
易
で

は
な
か
っ
た
中
近
世
の
人
々
は
、
水
の

信
仰
と
雨
乞
祈
祷
を
何
よ
り
大
事
に
し

て
き
ま
し
た
。
日
本
に
お
け
る
雨
乞
信

仰
と
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
ど

ん
な
人
物
が
行
っ
て
き
た
の
か
、
民
衆

や
貴
族
の
雨
乞
信
仰
に
つ
い
て
考
え
ま

す
。

日
時　

１
月
12
日
㈬
・
15
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
　
　
（
受
付
：
午
後
１
時
〜
）

講
師　

細
田
慈
人
（
学
芸
員
）　

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

申
込　

12
月
21
日
㈫
以
降
に
電
話
ま
た

は
直
接

※
受
講
無
料

■
冬
季
企
画
展

「
む
か
し 

な
つ
か
し 

昭
和
の
く
ら
し
」

　

日
本
が
め
ざ
ま
し
い
成
長
を
遂
げ
た

昭
和
30
〜
40
年
代
を
象
徴
す
る
生
活
用

品
や
文
化
、
街
の
活
況
を
伝
え
る
資
料

を
中
心
に
展
示
し
、
平
成
・
令
和
に
つ

な
が
る
私
た
ち
の
く
ら
し
を
振
り
返
り

ま
す
。

日
時　

１
月
15
日
㈯
〜
３
月
21
日
㈷

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
。
入
館

無
料
。
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
翌
日
）
、
毎
月
最
終
木
曜
日
（
祝

日
の
場
合
は
翌
日
除
く
）
は
休
館

■
冬
季
企
画
展
関
連
イ
ベ
ン
ト

【
こ
ど
も
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

　

展
示
品
を
中
心
に
子
ど
も
の
知
ら
な

い
昭
和
の
く
ら
し
に
つ
い
て
話
し
、
暮

ら
し
の
変
化
を
一
緒
に
学
び
ま
す
。

開
催
日　

１
月
29
日
㈯

対
象　

小
学
生
（
大
人
も
歓
迎
）

【
お
と
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

　

展
示
品
を
中
心
に
昭
和
の
暮
ら
し
を

回
想
し
、
暮
ら
し
の
変
化
や
地
域
の
歴

史
を
一
緒
に
振
り
返
り
ま
す
。

開
催
日　

１
月
30
日
㈰
、
２
月
６
日
㈰

対
象　

大
人
（
小
学
生
も
歓
迎
）

い
ず
れ
も

時
間　

午
後
３
時
〜
３
時
30
分

講
師　

大
松
さ
や
か
（
学
芸
員
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
れ
き
し
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

【
書
初
め
企
画

デ
ザ
イ
ン
書
道
を
し
よ
う
！
】

　

筆
で
文
字
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
す
。
希

望
者
に
は
作
品
を
ス
ト
ラ
ッ
プ
に
し
て

プ
レ
ゼ
ン
ト
！

日
時　

１
月
22
日
㈯

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

　
　
　
（
受
付
：
午
後
１
時
45
分
〜
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料 　

【
昔
の
遊
び
を
し
よ
う
！
】

日
時　

２
月
５
日
㈯

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

　
　
　
（
最
終
受
付
：
午
後
３
時
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

泉
佐
野
ふ
る
さ
と
町
屋
館

（
旧
新
川
家
住
宅
）

☎
Fax
４
６
９・
５
６
７
３

■
新
川
家
教
室

●
木
彫
教
室
…
１
月
14
日
㈮

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

●
謡
曲
・
仕
舞
…
１
月
18
日
㈫

　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜

●
フ
ル
ー
ト
教
室
…
１
月
20
日
㈭

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜

●
着
付
教
室
…
１
月
20
日
㈭

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜

申
込　

開
催
日
の
３
日
前
ま
で

■
恒
例
朝
市

日
時　

１
月
15
日
㈯

　
　
　

午
前
９
時
〜
11
時　

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
ふ
ろ
し
き
手
づ
く
り
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時　

１
月
15
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
新
春
浮
世
絵
展

日
時　

１
月
16
日
㈰
〜
30
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

入
場
料　

２
０
０
円

※
申
込
不
要

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

■
講
演
会
「
世
界
を
知
ろ
う
」

〜
熊
本
地
震
か
ら
学
ぶ

国
際
交
流
協
会
の
役
割
〜

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
く
る
と
い
わ
れ

て
い
る
昨
今
、
災
害
が
起
き
た
と
き

に
、
こ
の
地
域
に
暮
ら
す
外
国
人
の
た

め
に
出
来
る
こ
と
を
一
緒
に
学
び
ま
せ

ん
か
。

　

Zoom

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で

す
。（
後
日
、参
加
方
法
を
連
絡
し
ま
す
）

※
ラ
イ
ブ
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
会
場
（
南
部

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）
で
も
、
配
信

を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

日
時　

１
月
15
日
㈯ 

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

講
師　

八
木
浩
光
さ
ん
（
熊
本
市
国
際

交
流
振
興
事
業
団 

事
務
局
長
）

申
込
・
問
合
先　

１
月
７
日
㈮
ま
で
の

火
〜
土
曜
日 

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

泉
佐
野
地
球
交
流
協
会

（ica

）（
☎
４
２
９
・
９
７
４
１ 

Fax
４
２

９・
９
７
４
２ 

e
メ
ー
ル
：ica@

ica.
gr.jp

）
へ

※
参
加
無
料

福　

祉

健　

康

そ
の
他

歴　

史

※各施設の受付時間は、23ページをご覧ください。
30広報いずみさの 令和4年1月号



文
化
・
教
養

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

■
泉
佐
野
丘
陵
緑
地

「
冬
の
野
鳥
や
園
内
の
自
然
を

観
察
し
よ
う
」

　

冬
は
木
の
葉
が
落
ち
る
た
め
、
バ
ー

ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に
最
適
な
季
節
で

す
。
専
門
家
の
講
師
が
水
鳥
な
ど
の
見

分
け
方
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
泉
佐
野

丘
陵
緑
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
パ
ー
ク

ク
ラ
ブ
」
と
一
緒
に
冬
の
公
園
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

１
月
23
日
㈰ 

午
後
１
時
〜
３
時

※
雨
天
決
行

場
所　

泉
佐
野
丘
陵
緑
地

（
上
之
郷
90
番
地
）

※
無
料
駐
車
場
あ
り

対
象　

小
学
生
以
上

※
園
内
を
２
時
間
程
度
歩
け
る
こ
と

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

防
寒
具
、
筆
記
用
具
、
あ
れ

ば
双
眼
鏡
・
図
鑑
（
鳥
・
植
物
な
ど
）、

飲
料
水

※
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
内
に
自
動
販
売
機

あ
り
。
服
装
・
靴
は
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
・

履
き
な
れ
た
運
動
靴
で

申
込
・
問
合
先　

１
月
13
日
㈭ 

正
午

ま
で
の
毎
週
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
次
の
平
日
）
除
く
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時
に
電
話
で
泉
佐
野
丘

陵
緑
地
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
７

・
２
４
９
１
）
へ

※
参
加
無
料
。
中
止
や
プ
ロ
グ
ラ
ム

内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

izum
isano-kyuryo.jp/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
泉
佐
野
市
出
会
い
の
機
会
創
出
事
業

「
海
・
山
・
空
港
の
ま
ち
」
ト
カ
イ
ナ

カ
「
泉
佐
野
で
恋
し
よ
！
『
さ
の
恋
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
』」

〜
泉
佐
野
市
の
結
婚
支
援
イ
ベ
ン
ト
〜

　

市
主
催
の
独
身
者
限
定
イ
ベ
ン
ト
で

す
。「
出
会
い
た
い
」
気
持
ち
を
シ
ン

プ
ル
に
叶
え
る
出
会
い
の
場
を
提
供
し

ま
す
。

　

海
と
山
に
囲
ま
れ
自
然
豊
か
で
都
会

へ
の
ア
ク
セ
ス
も
抜
群
。
そ
ん
な
い
い

と
こ
取
り
の
街
・
泉
佐
野
で
素
敵
な
出

会
い
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
？
互
い
の
趣

味
・
性
格
や
価
値
観
を
知
る
オ
ン
ラ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
、
そ
し
て
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

や
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
で
地
域
の
魅
力

を
体
験
し
な
が
ら
マ
ッ
チ
ン
グ
へ
！

【
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
】

開
催
日
・
定
員

●
１
月
22
日
㈯
・
男
女
各
15
人

●
１
月
29
日
㈯
・
男
女
各
15
人

時
間　

午
後
７
時
〜
９
時

対
象　

泉
佐
野
市
に
興
味
が
あ
る
20
〜

39
歳
の
独
身
男
女 

申
込　

Passm
arket(https://pass

m
arket.yahoo.co.jp/event/sho
w
/detail/020kzj25w

h121.htm
l

）

か
ら
（
左
の
QR
コ
ー
ド
か
ら
も
） 

※
参
加
無
料

【
リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
】

日
時　

２
月
27
日
㈰

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
講
演
会

大
阪
中
之
島
美
術
館
開
館
記
念

「
超
（
ス
ー
パ
ー
）
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展 

ー
99
の
も
の
が
た
り
ー
」

　

大
阪
中
之
島
美
術
館
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
展
（
２
月
２
日
㈬
〜
３
月
21
日
㈷
）

の
関
連
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
展
覧
会
の
魅

力
を
出
展
作
品
を
通
じ
て
解
説
し
ま

す
。

そ
の
他
（
つ
づ
き
）

そ
の
他
（
つ
づ
き
）

■
泉
佐
野
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
企

画
て
く
て
く
ツ
ア
ー

「
中
世
の
山
城

土
丸
・
雨
山
城
址
へ
登
ろ
う
」

〜
日
根
荘
大
木
の
農
村
風
景
や

大
阪
湾
の
眺
望
を
楽
し
む
〜

日
時　

１
月
23
日
㈰

午
前
９
時
40
分
〜
午
後
２
時
20
分

※
雨
天
ま
た
は
降
水
確
率
50
％
以
上
で

中
止

集
合
場
所　

土
丸
バ
ス
停

解
散
場
所　

土
丸
春
日
神
社
前

コ
ー
ス　

集
合
↓
土
丸
春
日
神
社
↓
土

丸
登
山
口
↓
土
丸
城
址
↓
月
見
亭
↓
雨

山
城
址
（
昼
食
）
↓
馬
場
跡
↓
雨
山
登

山
口
↓
解
散
（
約
８
㎞
）

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

大
人
３
０
０
円
（
小
学
生
以

下
１
０
０
円
、
傷
害
保
険
料
、
資
料
代

含
む
）

持
ち
物　

弁
当
、
飲
料
水
、
雨
具
、
敷

き
物

申
込
・
問
合
先　

１
月
20
日
㈭
ま
で
の

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
に
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
e
メ
ー
ル
で
泉
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光
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９
０
１ 

Fax
４
１
５
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４
２
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e
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rinku.zaq
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）
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※
催
行
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認
は
当
日
午
前
７
時
以
降
に

緊
急
連
絡
先
（
☎
０
８
０
・
３
８
４
９
・

３
９
０
１
）
へ

集
合
場
所　

南
海
「
泉
佐
野
」
駅

場
所　

泉
佐
野
市
内

内
容

●
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
「
さ
の
さ
ん
ち
」
で

の
室
内
イ
ベ
ン
ト

●
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
を
用
い
た
ア
ウ

ト
ド
ア
イ
ベ
ン
ト

定
員　

男
女
各
８
人
（
オ
ン
ラ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
参
加
者
の
中
か
ら
選
考
）

参
加
費　

５
，
０
０
０
円
程
度　
　

い
ず
れ
も

問
合
先　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

の
午
前
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時
〜
午
後
５
時
にReivalue

㈱ 

東
京
本
社
（
☎
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・
４
４
０
５
・
４

６
３
１ 

e
メ
ー
ル
：info@

reivalue.
co.jp

）
へ

▶
佐
伯
祐
三
「
郵
便
配
達
夫
」

１
９
２
８
年（
大
阪
中
之
島
美
術
館
蔵
）

日
時　

２
月
９
日
㈬

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分　
　
　

定
員　

80
人
（
先
着
順
）

講
師　

平
井
直
子
さ
ん
（
大
阪
中
之
島

美
術
館 

主
任
学
芸
員
）

共
催　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
放
送
局
、
泉
佐
野

市
文
化
振
興
財
団　

場
所
・
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込
・
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合
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１
月
５
日
㈬

以
降
に
、
直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
ハ
ガ

キ
、
ｅ
メ
ー
ル
で
、
氏
名
、
住
所
、
電

話
番
号
、
参
加
人
数
を
記
入
の
上
、
〒

５
９
８
・
０
０
０
５ 

泉
佐
野
市
市
場
東

１
丁
目
２
９
５
番
地
の
１ 

レ
イ
ク
ア

ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
９
・
７
１
２
０ 

Fax
４
６
９
・
７
１
２
１ 

ｅ
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ー
ル
：

sh
o
u
g
a
ku
@
cf-izu
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isa
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.
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）「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
講
演
会
」
係
へ

※
受
講
無
料
。
１
人
で
２
人
分
ま
で
申

込
可
。
受
付
後
に
入
場
整
理
券
を
郵
送

し
ま
す
。
１
月
11
日
㈫
以
降
に
郵
便
で

申
し
込
む
場
合
の
宛
先
の
住
所
は
「
泉

佐
野
市
市
場
東
１
丁
目
２
番
１
号
」
に

な
り
ま
す
。（
３
ペ
ー
ジ
参
照
）

▲QRコード

福　

祉

健　

康

そ
の
他

歴　

史

※各施設の受付時間は、23ページをご覧ください。
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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

くらしの情報掲示板くらしの情報掲示板

周遊スタンプラリー「泉州・和歌山」
CycleRide2022

　スマートフォン用アプリ「泉州くるナビ」を使っ
て泉州・和歌山を巡る2つのコースを自転車で回り、
GPSを利用してスタンプを集めるイベントです。抽
選で泉州や和歌山県の特産品が当たります！
期間　1月14日㈮～3月21日㈷
問合先　月～金曜日（祝日除く）の午前9時30分～
午後5時30分に周遊スタンプラリー「泉州・和歌山」
CycleRide2022事務局〔東武トップツアーズ㈱堺支
店内〕（☎072-221-5151 eメール：cycleride2022
@tobutoptours.co.jp）へ
※参加無料。詳しくは「泉州・和歌山」CycleRide
2022ホームページをご覧ください。

　就労支援フェア2022・
高年齢者雇用促進フェア　

～合同就職面接会・各種相談会～
　就職困難者（＊）をはじめ、未就職卒業者、就職
を希望する人を対象にした「合同就職面接会」です。
専門相談員による各種就労相談や「仕事説明会」も
実施します。ぜひ、参加してください。
日時　1月29日㈯ 午後1時～4時
場所　エブノ泉の森ホール 2階
内容　合同就職面接会、各種専門相談（障害者・中高
年齢者・若年者・シルバー人材センター相談など）、シ
ニア向け仕事説明会〔㈱セブン‐イレブン・ジャパン〕、
面接対策セミナー（ハローワーク泉佐野）、農業セミ
ナー・農業相談
参加企業　市内をはじめ府内などの事業所（15社出
展予定）
主催　泉佐野市、泉佐野商工会議所
問合先　まちの活性課（☎469-3131）
※参加無料

（＊）就職困難者…障害者、ひとり親家庭の親、中
高年齢者（45歳以上）、就労経験の少ない若年者な
どで、働く意欲がありながら、年齢・身体的機能・
家族構成・出身地など、様々な要因で雇用・就労を
実現できない人 

　　泉佐野市社会福祉協議会
善意銀行（11月受付分）

●10万円…人生道場

寄付（11月受付分）
【図書資料充実のために】
●10万円…国際ソロプチミスト大阪－りんくう
●30万円…泉佐野中央ライオンズクラブ

「バリュー・ライブラリー」～読書とまちづくりのトークセッション～
  市では「泉佐野市民の心と知識を豊かにする読書活動推進条例」を制定し、市民のみなさんへの読書に取り
組む環境整備に取り組んでいます。その活動の一環として、読書を通じて、自分たちの住むまちに興味を持っ
ていただけるような、まちづくりをはじめとした本を紹介し、参加者のみなさんと本について語り合いながら、
本と自分の住むまちに愛着を持っていただくトークセッションを開催します。
開催日　1月21日㈮、2月4日㈮・18日㈮、3月4日㈮・18日㈮ （全5回）
時間　午後7時～8時（予定）
場所　●リアル開催…SHARE BASEつむぎや 2階シェアスペース（栄町5-1）
　　　●オンライン開催…Zoomによる配信
対象　まちづくりや読書に興味のある人、自分の住むまちのことを知りたい人
※可能な限り全5回参加できる人
定員　リアル開催・オンライン開催　各10人（先着順）
持ち物　筆記用具
申込　1月19日㈬ 午後5時までにバリュー・リノベーションズ・さのホーム
ページ（https://vr-sano.com/）から
問合先　バリュー・リノベーションズ・さの（☎477-7365）
※受講無料
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この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM総合企画（☎ 072-275-5449）へ

広　

告

広

告

採用・募集採用・募集

防衛省 自衛官
～自衛官候補生～

●特別職国家公務員の身分と待遇
・期末手当年2回
・週休2日制、祝日、年末年始休暇など
・被服類、寝具、食事、宿舎費は無料
●将来について　
・所要の教育を経て、3ヵ月後に2等陸・海・空士に任用
・任用期間終了後は民間企業へ就職または、引き続き
自衛官として勤務を希望する場合は、選考により2年
を任期として継続任用されます。
・選抜試験に合格すれば曹へ進むこともできます。
応募資格　日本国籍を有する採用予定月の1日現在、
18歳以上33歳未満の人
受付期間　年間を通じて行っています。
問合先　自衛隊大阪地方協力本部 岸和田地域事務所

（☎426-0902）
※試験期日などは受付時にお知らせします。詳しくは
問い合わせてください。資料請求は下記のQRコード
から受付番号「324」を入力

生活援助サービス従事者研修受講生
　市では、平成29年4月から開始した介護予防・日常
生活支援総合事業の訪問サービスAに従事する人を
養成するための研修を開催します。
日時　2月4日㈮・7日㈪・21日㈪　
　　　午前９時30分～午後2時30分
※修了には3日間（計12時間）の出席が必要です。
場所　社会福祉センター
対象　訪問サービスAに従事することを希望する市
内在住・在勤の人
定員　30人（申込多数の場合は抽選）
資料代　500円
研修実施団体　本研修は泉佐野市から社会福祉法人
泉佐野市社会福祉協議会に委託して実施します。
申込・問合先　「研修申込書」を記入し、1月6日㈭～
26日㈬に持参または郵送で〒598-0002 泉佐野市
中庄1102 泉佐野市社会福祉協議会（☎469-2155 
Fax462-5400）へ
※申込には本人確認ができる証明書などが必要です。
参加にあたり、配慮が必要な人は、事前に担当まで連
絡をお願いします。応募人数が少ない場合は、中止に
なる可能性もありますのでご了承ください。詳しくは
市ホームページをご覧ください。

▲QRコード
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いずみさのフォトニュースいずみさのフォトニュース

泉佐野市内に居住する外国人への食料等支援
　　　11月13日㈯、シャッピーハウスにおいて泉佐野電
力、泉佐野市社会福祉協議会、泉佐野地球交流協会共催に
よる市内に居住する生活に困窮した外国人に対する米・野
菜などの無料配布が実施されました。1月15日㈯、3月12
日㈯にも実施される予定です。（広報11月号38ページ参照）

児童虐待防止月間オレンジリボンキャンペーンのPR
　　　児童虐待防止推進月間の11月、児童への虐待を防
止する運動として、府内全首長がオレンジリボン啓発ジャ
ンパーを着用しPRするという取組が実施されました。本市
の千代松市長もジャンパーを着用し、児童虐待対応ダイヤ
ル「189」のPRを行いました。

大塚製薬株式会社との包括連携に関する協定締結式
　　　11月17日㈬、本市と大塚製薬株式会社が相互に連
携や協力を行い、協働による活動を推進することにより、
市民サービスの向上や健康的な生活の実現をめざすための
包括連携協定の締結式が、泉佐野市役所で行われました。

衣通姫イラストコンテスト表彰式
　　　11月13日㈯、市役所において「衣通姫イラス
トコンテスト」の表彰式が行われました。このコンテ
ストは、本市の日本遺産である日根荘関連のPR事業
の一環として始まったもので、特別審査員のアニメー
ション演出家の吉田　徹先生や漫画家の赤津　豊先生
もご出席いただきました。

介護予防講座が開催されました
　　　11月19日㈮、社会福祉センターにおいて介護予防
講座が開催され、作業療法士による「ためになる介護保険
と介護予防」のお話と、市内で実施されている様々な健康
づくりに関する教室や体操の紹介がありました。

恋人の聖地の銘板授与式・地域活性化大賞授賞式が開催
　　　11月16日㈫、東京の青山セントグレース大聖堂において、コロナ
禍で延期となっていた「恋人の聖地 銘板授与式」と、「恋人の聖地 地域活
性化大賞 授賞式」が、ゲストにIMALUさん、桂　由美さん、假屋崎省吾
さんを迎えて開催され、恋人の聖地に認定された本市の「LOVE RINKu」
の銘板と、受賞した「地域活性化大賞 審査員賞」の賞状を千代松市長が

受け取りました。

▲銘板授与式

地域活性化大賞授賞式▶
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広報いずみさのでは下記コーナーへの応募
を募集中！詳しくは市のホームページへ！
●表紙モデル　　　●新婚カップルの写真
●同窓会の情報　　●地元企業　

★募集しています！

いずみさのフォトニュース ※記念撮影のかけ声は、泉佐野市の特産品「ワタリガニ」で！

健康増進モニターツアーが開催
　　　（一社）泉佐野シティプロモーション推進協議会
（icp）主催による「健康増進モニターツアー」が11月27
日㈯・28日㈰と12月4日㈯・5日㈰に大阪体育大学やロー
ト製薬㈱とコラボレーションにより開催され、ウォーキン
グやトレッキング、ヨガなどの指導や生活習慣・健康状態
をチェックするアドバイスなどが行われました。

第29回泉佐野市民健康マラソンが開催
　　　11月21日㈰、りんくう公園において、市民健康マ
ラソンが開催されました。今回は新しくできたりんくう野
外文化音楽堂でセレモニーや表彰式が行われ、関空をバッ
クにマーブルビーチ沿いのコースを、幼児から高齢者まで、
たくさんの人が健脚を競いました。

日根荘遺跡を彩るステンドグラスランプ点灯式
　　　日本遺産や史跡・重要文化的景観を応援していただ
いている「みんなのまちづくり隊」による「大木HOTAL 
ランプの村プロジェクト」の一環として、11月20日㈯、
大木の蓮華寺においてステンドグラスランプの点灯式と、
ランプの村ツアーが開催されました。

私立幼稚園・認定こども園・保育園永年勤続者表彰
　　　11月30日㈫、レイクアルスタープラザ・カワサ
キ生涯学習センターにおいて「泉佐野市 私立幼稚園・
認定こども園・保育園 永年勤続者表彰式」が行われ、
受賞されたみなさんの一人ひとりに市長より表彰状が
贈呈されました。

市内小学生が剣道の大阪府大会で優勝
　　　日新小学校6年生の和田慎之介さんが、10月24日
㈰に開催された「第41回大阪府道場少年剣道大会」小学
生男子個人の部で優勝されたことを、11月22日㈪、市長
へ報告に来ていただきました。

空港のあるまち泉佐野関西会議が開催
　　　11月25日㈭、エブノ泉の森レセプションホールに
おいて「空港のあるまち泉佐野関西会議」が開催され、沖
縄県石垣市の中山市長の基調講演をはじめ、全国から地域
活性化の取組の紹介、意見交換が行われました。

図書購入費の寄付に対する感謝状贈呈
　　 　11月30日㈫、泉佐野中央ライオンズクラブさんよ
り、市立図書館で図書を購入するための図書購入費として
30万円の寄付をいただきました。またご寄付に対し、千
代松市長から感謝状の贈呈が行われました。
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可燃ごみ量（焼却場搬入量）　　11月分 約3,360ｔ（前年同月比++2.49％）

泉佐野市の人のうごき泉佐野市の人のうごき
11月末日現在11月末日現在（前月比）（前月比）

○ 市内人口　  98,866人○ 市内人口　  98,866人（-27人）（-27人）
○○ 男　　　　  47,451人 男　　　　  47,451人（（++55人）人）
○○ 女　　　　  51,415人 女　　　　  51,415人（（--3232人人））
○○ 世帯数　　  47,651世帯（ 世帯数　　  47,651世帯（++2323世帯）世帯）
市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.51㎢市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.51㎢

行政情報番組 さのテレ！
J:COMチャンネル(11ch)
で月曜日 午後10時～、木曜日 午後3時～、
土曜日 正午～の週3回（月2回更新）、30
分の行政情報番組を放送しています。
【1月の主な放送内容（予定）】
●前半：市長と語る新成人のつどい ほか
●後半：教育フォーラム ほか

●掲載記事における申込などに
よって市が収集した個人情報は、
その目的以外には使用しません。
●広報いずみさのの広告掲載料
は、広報および公聴業務の円滑
な運営と充実を図るために、基
金として積み立てています。
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